
「

差

額

地

代
L一一

と

「
価
値
」

(一一一)

ー
ー
ー
自
杉
庄

一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
|
|

井

上

周

八

一

は

じ

め

に

二
工
業
部
門
で
の
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
固
定
化
を
独
占
利
潤
の
基
本
的
源
泉
と
す
る
白
杉
氏
の
見
解
と
、
そ
の
理
論

三
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
第
一
の
実
体
的
基
礎

i
i白
杉
氏
の
「
社
会
的
評
価
」
説
の
検
討
|
|
(
以
上
既
載
)

四
「
社
会
必
要
労
働
時
間
」
の
解
釈
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
生
産
説
」
と
「
消
費
説
」

五
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
)
に
つ
い
て
の
諸
解
釈

的
根
拠

四

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
解
釈
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
生
産
説
」
と

「
消
費
二
説
」ー

前
稿
(
本
誌
前
号
)
で
私
は
、

白
杉
氏
に
よ
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
が
生
産
技
術
上
の
み
な
ら
ず
社
会
の
必
要
(
社
会
的
欲
望
)
上

か
ら
も
規
定
を
う
け
る
、

と
い
う
説
明
を
み
た
の
で
あ
る
、
が
、

こ
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」

を
め
ぐ
っ
て
、
「
技
術
説
」

と
「
消
費

説
」
(
「
需
要
説
」
)

の
論
争
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
問
題
は
同
時
に
市
場
価
値
論
段
階
で
の
需
要
供
給
と
市
場
価
値
と

の
闘
係
を
め
ぐ
る
、

い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」

の
解
釈
上
の
論
争
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
も
、
周
知
の
と
こ

ろ
で
あ
る
。

-t 
こ
で
行
論
の
順
序
と
し
て
、
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
な
ら
び
に
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
を
め
ぐ
る
諸
解
釈
を
Iよ
下
検
討
し
な

く

て

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

は
な
ら
な
い
。
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」

の
解
釈
に
つ
い
て
の
古
く
か
ら
の
論
争
で
の
対
立
的
二
見
解
と
し
て
、

技
術
説
的
解
釈
と
、

こ
れ
を
批
判
す
る
と
こ
ろ
の
便
宜
的
に
消
費
説
と
よ
ば
れ
る
解
釈
が
あ
っ
た
。
前
者
の
見
解
の
代
表
者
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
で
は
タ
チ
ア

ナ
・
グ
リ
ゴ
ロ
グ
ィ
ッ
チ
吋
忠
宮
口
仰
の
ユ
向
。
円
O
J
L
丘
(
豆
刊
当
目
立
H
O
H
H
B
σ
叩
山
富
同
片
岡
ロ
ロ
門
同

F
白
混
乱
H
0
・
者
向
。
P
H
U
H
0
・
友
阿
久
雄
訳
『
マ

ル
グ
ス
価
値
論
の
社
会
的
研
究
』
所
収
。
本
書
で
ド
イ
ツ
で
の
論
争
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
)
、

ソ
、
ヴ
ェ
ト
で
は
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ

む
と
)
国
民
旬
。
N
O
同市山
O
H
M
「
(
問
。
冨
富
。
国
叶
mwM出
向
田

W

局
関
白
口
回
、
叶
由
旬
吋
.

同
内
同
空
白

ppwHvwn同・

]
戸
市

Vω]戸
11ωω.

直
井
・
淡
訳
、

梅
村
二
郎
訳
、

副
島
・
出
子
高
訳

『
資
本
論
註
解
』
。
と
の
旧
版
第
三
巻
「
第
十
章
に
た
い
す
る
注
意
」
で
ソ
連
で
の
論
争
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
)
、

わ
が
国
で
は
河
上
肇
〔
個
人

雑
誌
『
社
会
問
題
研
究
』
第
四
六
冊
、
第
六
一
冊
、
な
お
博
士
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
遊
部
久
蔵
『
価
値
論
争
史
』
(
青
木
書
広
、

一
九
四
九
年
〉
一
六
四

l
九
頁
、
白
杉
庄
一
郎
『
価
値
の
理
論
』
九
一
l
l
二
頁
参
照
〕
、
櫛
田
民
蔵
品
価
値
お
よ
び
貨
幣
』
、
全
集
第
二
巻
、

一
九
三
五
年
三
遊
部
久
蔵
(
『
価

値
論
争
史
』
第
四
章
、

一
九
四
九
年
)
、

横
山
正
彦
(
「
マ
ル
グ
ス
価
値
論
に
お
け
る
一
基
本
問
題
」
'
|
|
『
社
会
的
必
要
労
働
(
時
閥
単
を
め
ぐ
っ
て

|
|
」
、
東
京
大
学
経
済
学
部
三
十
周
年
記
念
論
文
集
、

一
九
四
九
年
、
『
経
済
学
の
基
盤
』
、
東
大
出
版
会
、

一
九
五
五
年
、
所
収
)
等
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
こ
で
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
つ
い
て
の
技
術
説
的
解
釈
を
遊
部
氏
の
見
解
に
よ
っ
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

マ
ル
グ
ス
の
価
値
論
理
解
上
で
の
難
関
は
、
価
値
よ
り
も
む
し
ろ
使
用
価
値
の
側
に
あ
る
。

つ
ま
り
使
用
価
値
と
の
対
立
関
係
に
お

い
て
価
値
を
い
か
に
正
し
く
理
解
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

い
か
な
る
物
も
使
用
対
象
で
あ
る
こ
と
な
し
に
は

価
値
で
は
あ
り
え
な
い
。
商
品
の
一
要
因
と
し
て
何
よ
り
も
使
用
価
値
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
個
々
の
商
品

に
と
っ
て
の
使
用
価
値
は
、
同
一
生
産
部
門
の
生
産
物
総
量
を
考
察
す
る
段
階
で
は
よ
り
具
体
的
な
意
味
を
も
っ
。

アン・拘
Y
Y

ト・フユ
1
N

・ジ芭

「
使
用
価
値
は
、
個
々
の
商
口
間
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
商
品
が
絶
対
的
に
或
る
欲
望
を
充
た
す
と
い
う
こ
と
に
依
存
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
点

社
会
的
生
産
物
量
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
生
産
物
量
が
各
特
殊
的
種
類
の
生
産
物
に
た
い
す
る
量
的
に
規
定
さ
れ
た
社
会
的
欲
望
に
適
当
で



あ
り
、
し
た
が
り
て
、
労
働
が
こ
れ
ら
の
量
的
に
限
定
さ
れ
て
い
る
社
会
的
欲
望
に
比
例
し
て
相
異
な
る
生
産
諸
部
面
に
比
率
的
に
配
分

ポ
テ
y
ツ

さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
依
存
す
る
。
:
:
:
社
会
的
欲
望
、
す
な
わ
ち
社
会
的
規
模
で
の
使
用
価
値
は
、
こ
こ
で
は
、
社
会
的
総
労

働
時
間
の
う
ち
相
異
な
る
特
殊
的
生
産
諸
部
面
に
帰
属
す
る
部
分
を
規
定
す
る
も
の
・
と
し
て
現
象
す
る
。
だ
が
こ
れ
は
、
す
で
に
個
々
の

商
品
の
場
合
に
あ
ら
わ
れ
る
あ
の
同
じ
法
則
、
す
な
わ
ち
、
個
々
の
商
品
の
使
用
価
値
は
そ
の
商
品
の
交
換
価
値
し
た
が
っ
て
価
値
の
前

提
で
あ
る
と
い
う
法
則
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
六
八
五
l
六
頁
、
訳
仙
八
九
四
|
五
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
商
品
の
価
値
の
大
き
き
ゃ
}
規
定
す
る
労
働
時
聞
が
社
会
的
必
要
労
働
時
間
で
あ
り
、
こ
の
社
会
的
必
要
労
働

時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
商
品
の
価
値
は
平
均
価
値
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
平
均
価
値
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の

べ
て
い
る
。
「
生
産
さ
れ
た
総
価
値
は
、
生
産
物
数
に
よ
っ
て
割
ら
れ
て
、
個
々
の
生
産
物
の
価
値
を
決
定
す
る
、

そ
し
て
か
か
る
可
除

部
分
と
し
て
の
み
個
々
の
生
産
物
は
商
品
と
な
る
。
個
々
の
生
産
物
の
価
値
を
決
定
し
、
そ
れ
を
商
品
と
し
て
構
成
す
る
の
は
、
も
は
や

個
々
の
特
殊
の
商
品
に
用
い
ら
れ
た
労
働
|
|
そ
れ
は
大
抵
の
場
合
に
は
も
は
や
け
っ
し
て
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
し
、

ま
た
或
る
商
品
に
お
い
て
は
他
の
商
品
に
お
け
る
よ
り
も
多
い
こ
と
が
あ
る
ー
ー
ー
で
は
な
く
、
総
労
働
す
な
わ
ち
総
価
値
を
生
産
物
数
で

割
っ
た
も
の
で
あ
る
」
(
『
剰
余
価
値
学
説
史
』
第
三
巻
E
3
a
、

一一一一
O
i
一
頁
、
全
集
第
十
一
巻
一
三
八
頁
)
。

こ
の
よ
う
に
、
商
品
の
価
値
の

大
き
さ
は
、
個
別
的
価
値
で
は
な
く
、
社
会
的
価
値
で
あ
り
、
こ
の
社
会
的
価
値
を
規
定
す
る
労
働
時
聞
が
社
会
的
必
要
労
働
時
間
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
こ
の
「
社
会
的
必
要
」
の
意
味
を
単
に
そ
の
生
産
に
必
要
な
技
術
的
平
均
労
働
と
い
う
意

味
に
と
H
A

ま
ら
ず
、
社
会
的
に
需
要
さ
れ
て
い
る
、
換
骨
一
目
す
れ
ば
需
要
に
適
合
す
る
と
い
う
意
味
を
も
加
味
し
た
も
の
と
考
え
る
解
釈
が

あ
る
。
そ
の
解
釈
の
典
拠
と
し
て
引
用
き
れ
る
の
が
次
の
マ
ル
ク
ス
の
文
章
で
あ
る
。

付
「
市
場
に
あ
る
亜
麻
布
の
ど
の
一
片
も
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
の
み
を
含
ん
で
い
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四

ず
、
こ
れ
ら
の
亜
麻
布
の
総
額
は
、
過
剰
に
支
出
さ
れ
た
労
働
時
間
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
市
場
の
胃
の
蹄
が
亜
麻
布
の
総

量
を
一
エ
ル
レ
に
つ
き
二
シ
リ
ン
グ
と
い
う
標
準
価
格
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
こ
と
は
、
社
会
的
総
労
働
時
間
の

あ
ま
り
に
大
き
な
部
分
が
亜
麻
織
物
業
の
形
態
で
支
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
。
そ
の
結
果
は
、
亜
麻
織
物
業
者
の
誰
も
彼
も

が
自
分
の
個
別
的
生
産
物
に
た
い
し
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
以
上
の
労
働
時
聞
を
費
し
た
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
」

(
「
資
本
論
』
第

一
巻
一
一
一
一
一
具
、
訳

ω二
二
五
頁
〉
。

口
一
「
各
個
の
財
貨
、
ま
た
は
、
あ
る
商
品
種
類
の
各
一
定
分
量
は
、
そ
の
生
産
に
必
要
な
社
会
的
労
働
し
か
含
ま
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
し
て
こ
の
側
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
こ
の
商
品
種
類
全
体
の
市
場
価
値
は
必
要
労
働
だ
け
を
表
示
す
る
の
だ
が
、
し
か
も
、
こ
の
一

定
商
品
が
当
時
の
社
会
的
欲
望
を
超
過
す
る
程
度
に
生
産
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
社
会
的
労
働
時
間
の
一
部
分
が
浪
費
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
場
合
に
は
こ
の
商
品
分
量
は
、
市
場
で
は
、

現
実
に
そ
れ
が
含
む
よ
り
も
豊
か
に
少
量
の
社
会
的
労
働
を
代
表
す
る
。

(
生
産

が
社
会
の
現
実
の
予
定
的
統
制
下
に
あ
る
場
合
に
の
み
、
社
会
は
、

一
定
財
貨
の
生
産
に
費
さ
れ
る
社
会
的
労
働
時
間
の
範
囲
と
こ
の
財
貨
に
よ
っ
て
充

た
さ
れ
る
べ
き
社
会
的
慾
望
の
範
囲
と
の
間
の
、
関
連
を
創
造
す
る
。
)

だ
か
ら
こ
れ
ら
の
商
品
は
市
場
価
値
以
下
で
売
り
と
ば
さ
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
そ
の
一
部
分
は
ま
っ
た
く
売
れ
な
く
な
る
と
と
も
あ
り
う
る
」

(
同
上
第
三
巻
二
一
一
一
一
一
具
、
訳
同
二
八
O
頁)。

右
の
文
章
を
血
ハ
拠
に
し
て
、

一
部
の
人
々
は
マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
と
は
単
に
技
術
的
労
働
の
み
な
ら
ず

需
要
を
顧
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
だ
が
虚
心
に
右
の
マ
ル
ク
ス
の
文
章
を
よ
み
、
そ
し
て
マ
ル
ク
ス
価
値
論
、
ひ
い
て
は
全

経
済
学
の
体
系
に
想
を
い
た
す
と
き
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
全
く
虚
妄
の
説
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
「
即
ち
技
術
的
な

意
味
で
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間

l
i
一
定
生
産
部
門
に
お
け
る
標
準
的
生
産
諸
条
件
と
労
働
の
平
均
的
な
熟
練
及
び
強
度
と
の
下
に
一

の
生
産
U
成
立
の
要
因
で
あ
り
、
需
要
に

定
量
の
商
品
を
生
産
す
る
の
に
要
す
る
労
働
時
間

l
!と
は
価
値
(
社
会
的
価
値
、
市
場
価
値
)



適
合
す
る
と
い
う
意
味
で
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
は
価
値
の
実
現
の
要
因
で
あ
る
。
『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
の
二
義
は
か
の
使
用

価
値
の
二
義
に
関
聯
対
応
L
そ
の
理
論
的
領
域
と
段
階
と
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
」
(
遊
部
『
価
値
論
争
史
』
一
六
二
頁
)
。
そ
れ
故
、
商
品
価
値

の
大
き
さ
を
規
定
す
る
も
の
は
あ
く
ま
で
そ
の
生
産
に
要
す
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
で
あ
り
、
需
要
に
適
合
す
る
と
い
う
意
味
で
の
社

会
的
必
要
労
働
時
間
は
、
価
値
で
は
な
く
市
場
価
値
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
地
か
ら
、
使
用
価
値
の
も
つ
二
つ
の
意
義

(
第
一
の
意
義
は
商
品
は
客
観
的
に
人
聞
の
慾
望
を
み
た
し
う
る
性
能
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
意
味
の
使
用
価

値
に
闘
し
て
問
題
と
な
る
の
は
価
値
の
生
度
な
い
し
成
立
で
あ
っ
て
、
商
品
の
生
産
過
程
に
胃
摘
す
る
事
柄
で
あ
る
。
第
二
の
意
義
は
商
品
が
販
売
さ
れ
、

商
品
の
価
値
が
実
現
す
る
際
に
問
題
と
な
る
も
の
で

一
定
の
購
買
力
を
も
っ
社
会
が
ど
の
程
度
ま
で
そ
の
商
品
種
類
に
対
し
て
使
用
価
値
を
認
め
る
か

と
い
う
、
商
品
の
流
通
過
程
に
属
ず
る
事
柄
で
あ
る
)
に
関
連
し
て
存
在
す
る
価
値
の
存
在
形
態
の
二
義
を
明
確
に
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
第
一
の
使
用
価
値
に
関
聯
し
て
問
題
と
な
る
の
は
価
値
の
生
産
乃
歪
成
立
で
あ
っ
て
商
品
の
生
産
過
程
に
属
す
。
第
二
の
使

用
価
値
に
関
聯
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
価
値
の
実
現
で
あ
っ
て
商
品
の
流
通
過
程
に
属
す
。
使
用
価
値
の
生
産
な
く
し
て
価
値
の
生
産

は
な
い
。
使
用
価
値
の
証
明
な
く
し
て
価
値
の
実
現
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
父
く
も
の
が
使
用
価
値
の
実
現
即
ち
消
費
で
あ
る
」

(
同
上

五
九
頁
)

以
上
が
遊
部
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
技
術
説
的
解
釈
で
あ
る
が
、
右
の
技
術
説
に
対
し
、
戦
後
い
ち
早

く
、
こ
の
よ
う
な
技
術
説
が
「
社
会
的
欲
望
」
を
軽
視
し
て
い
る
点
に
批
判
を
加
え
、
問
題
を
提
起
さ
れ
た
の
が
、
迫
間
真
治
郎
民
(
「
価

値
論
に
お
け
る
社
会
的
必
要
労
働
の
概
念
」
『
経
済
志
林
』
十
八
巻
一
-
一
一
号
、

一
九
五

O
年
)

で
あ
る
。

氏
は
問
題
の
個
所
は
第
三
巻
の
数
個
所
に
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
、
地
代
論
の
展
開
に
入
る
に
先
き
だ
っ
て
、
農
業
労
働

を
論
じ
な
、
が
ら
、

一
般
的
な
社
会
的
分
業
に
言
及
し
て
な
さ
れ
た
有
名
な
叙
述
を
引
用
す
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ムノ、

「
こ
の
配
分

(
社
会
の
種
々
な
る
生
産
部
門
へ
の
労
働
の
配
分
|
|
迫
間
)

が
釣
り
合
っ
て
い
れ
ば
、
相
異
っ
た
生
産
部
門
の
諸
生
産
物
は

価
値
(
更
に
進
ん
だ
発
展
段
階
で
は
生
産
価
格
)
を
も
っ
て
、
ま
た
は
こ
の
価
値
乃
室
生
産
価
格
の
、

一
般
的
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と

こ
ろ
の
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ
l
シ
ョ

γ
た
る
価
格
を
も
っ
て
、
販
売
さ
れ
る
。
こ
れ
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
個
々
の
商
品
ま
た
は
財
貨
に
つ
い
て

で
は
な
く
、
分
業
に
よ
っ
て
独
立
化
し
た
特
殊
な
社
会
的
生
産
諸
部
面
の
そ
の
時
々
の
総
生
産
物
に
つ
い
て
自
己
を
貫
徹
す
る
価
値
法
則

な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
単
に
各
個
の
商
品
に
つ
い
て
必
要
な
労
働
時
聞
が
充
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
に
と
父
ま
ら
ず
、
社
会
的
総
労
働
時

問
中
か
ら
の
必
要
な
比
例
量
の
み
が
、
異
な
れ
る
諸
部
面
に
充
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
蓋
し
使
用
価
値
が
条
件
た
る
点
に
変
り
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
、
個
別
的
商
品
に
あ
っ
て
は
使
用
価
値
は
、
各
商
品
が
そ
れ
自
身
一
の
欲
望
を
充
足
せ
し
め
る
か
否
か
に

依
存
し
て
い
る
の
に
対
し
、
社
会
的
生
産
物
大
量
に
あ
っ
て
は
使
用
価
値
は
、
こ
れ
ら
生
産
物
が
各
特
別
種
類
の
生
産
物
に
対
す
る
量
的

に
一
定
し
た
社
会
的
欲
望
を
充
た
す
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
随
っ
て
ま
た
、
量
的
に
限
定
さ
れ
た
こ
の
社
会
的
欲
望
に
応
じ
て
、
労

働
が
相
呉
っ
た
生
産
諸
部
面
に
比
例
酌
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
か
く
し
て
、
社
会
的
の
欲

望
、
換
言
す
れ
ば
社
会
的
秤
に
か
け
ら
れ
た
使
用
価
値

2
2
の
5
2
5
Z
5
2
2同

m
O
8ロ
田
口
宮
崎

E
n
F
2
M
M
o
s
s
-
5
0
4白
H
5
0白
山

出

on目
白
戸
田
口
h
H
H
O〉

は
、
社
会
的
総
労
働
時
間
中
の
、
相
具
っ
た
特
殊
の
生
産
諸
部
門
に
投
ぜ
ら
れ
る
割
合
量
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
現
わ

れ
る
0

・
:
:
・
相
異
ヮ
た
特
殊
の
生
産
諸
部
門
に
充
用
し
う
べ
き
社
会
的
労
働
時
間
部
分
に
対
す
る
こ
の
量
的
制
限
は
、
価
値
法
則
一
般
の

一
層
広
く
展
開
さ
れ
た
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
但
し
、
こ
与
で
は
必
要
労
働
時
間
は
別
個
の
意
味
を
含
む
に
至
る
。
社
会
的
欲
望
の
充
足
の

た
め
に
は
、
社
会
的
労
働
時
間
の
こ
れ
/
¥
の
分
量
だ
け
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
制
限
を
な
す
も
の
は
使
用
価
値
で
あ
る
。
与
え
ら
れ
た

生
産
諸
条
件
の
下
に
、
社
会
は
そ
の
労
働
時
間
中
の
こ
れ
/
¥
の
分
量
だ
け
を
、
右
の
個
別
的
種
類
の
生
産
物
に
対
し
て
充
用
し
う
る
に

す
ぎ
な
い
(
関

azwM・
ω・国同
-E-H4日i
由
・
高
畠
訳
三
ノ
下
、

一
七
五
1
六
頁
。
但
し
訳
文
は
同
じ
で
な
い
。
:
:
:
こ
の
引
用
文
と
同
様
な
意
味
の
事



を
述
べ
た
個
所
と
し
て
は
、
関
山
口
広
乱
・
出
・
圃
・
同
・
ω-H品
A
F
ω
ω
-
H
E
E
1
ア↓

zoュg
t
σ
2
a申
ロ
呂
町
F
2
6
3・戸

ω
ω
-
N
ω
N
1
h
F
国，円

HEHH20)
」
(
『
経
済

士
山
林
』
十
八
巻
一
号
、
一
一
一
四
i
五
頁
)
。

そ
し
て
、
氏
は
右
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
、
多
く
の
無
限
に
拡
大
す
る
問
題
止
を
含
ん
で
い
る
と
の
べ
な
が
ら
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
。

第
一
に
、

マ
ル
ク
ス
は
経
済
的
分
析
に
当
っ
て
、
欲
望
の
要
素
を
無
視
し
た
と
す
る
非
難
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
不
当
で
あ
る
こ
と
。
第
二

に
、
『
資
本
論
』
第
一
巻
と
は
「
別
個
の
意
味
」
が

「
社
会
的
必
要
労
働
」
と
い
う
言
葉
に
こ
こ
で
与
え
ら
れ
た
こ
と
。

つ
ま
り
グ
リ
ゴ

ロ
グ
ィ
チ
の
い
う
よ
う
に
「
同
一
名
称
に
二
つ
の
異
っ
た
概
念
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
ξ
。
第
一
二
に
、
労
働
価
値
説
と
効
用
価
値
説
と
の

両
立
を
唱
え
る
議
論
は
別
と
し
て
も
、

一
旦
捨
象
さ
れ
た
使
用
価
値
が
価
値
分
析
の
中
に
再
び
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
事
実
を
、
い
か

に
解
釈
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
(
向
上
コ
一
五
1

六
頁
参
照
)
。

右
の
三
点
の
指
摘
は
氏
に
よ
れ
ば
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
と
く
に
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
単
純
な
技
術
説
的
解
釈
に
反
省
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
市
場
価
値
に
関
し
て
の
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
と
の
関
連
で
市
場
価
値
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
問
題
に
も
関
連
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
迫
間
氏
は
右
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
で
あ

ろ
う
か
。
氏
の
見
解
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

需
要
の
作
用
は
価
格
を
価
値
か
ら
希
離
さ
せ
、
ま
た
一
度
J

取
離
し
た
価
格
を
価
値
に
引
き
戻
す
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
変
動
す
る
の
は

価
格
で
あ
っ
て
、
価
値
の
大
い
さ
に
は
何
の
影
響
も
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
極
め
て
非
現
実
的
な

仮
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
商
品
生
産
に
必
要
な
社
会
的
労
働
時
間
が
、
需
要
変
化
に
よ
る
価
格
変
動
に
対
応
し
て
生
ず
る
生

産
量
の
如
何
な
る
変
化
に
対
し
て
も
不
変
で
あ
る
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。
だ
が
現
実
に
は
、
社
会
的
必
要
労
働
時
闘
で
測
っ
た
生
産
費

は
、
生
産
量
の
変
化
に
対
し
て
、
逓
減
的
か
、
逓
増
的
で
あ
っ
て
、
不
変
の
場
合
は
例
外
で
あ
る
。
か
く
し
て
需
要
の
作
用
は
価
格
の
面

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

八

に
と
H
A

ま
ら
ず
、
価
値
の
大
き
さ
そ
の
も
の
に
も
及
ん
で
く
る
。
し
か
し
価
値
の
大
き
さ
の
変
動
の
根
源
は
、
生
産
以
外
の
場
所
に
は
な

ぃ
。
商
品
価
値
の
変
動
は
、
そ
れ
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
の
、
社
会
的
総
労
働
に
対
す
る
関
係
の
変
化
と
し
て
の
み
起
る
か
ら
で
あ

る
。
市
場
価
値
論
は
、
諸
種
生
産
物
の
市
場
に
お
け
る
交
換
比
率
の
説
明
に
と
X
ま
ら
ず
、
社
会
的
労
働
の
各
生
産
部
門
へ
の
配
分
の
法

則
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
‘
ふ
る
関
連
に
お
い
て
需
給
関
係
が
考
察
に
入
る
の
で
あ
る
。
社
会
的
欲
望
の
変
化
が
起
り
た
に
も
拘
わ

ら
ず
、
私
的
独
立
生
皮
者
た
ち
の
生
産
的
諸
活
動
の
総
結
果
が
、
こ
れ
に
対
応
し
な
か
ア
た
と
す
る
な
ら
ば
、
市
場
価
値
を
軸
と
し
て
成
立

し
て
い
た
均
衡
は
破
れ
、
価
格
は
変
動
し
、
従
来
支
配
的
だ
っ
た
市
場
価
値
か
ら
の
市
場
価
格
の
釆
離
が
起
る
。
し
か
し
他
方
、
こ
の
靖

離
そ
の
も
の
が
、
再
び
均
衡
を
回
復
さ
せ
る
よ
う
な
作
用
を
反
射
的
に
呼
び
起
こ
す
。
こ
の
均
衡
回
復
の
作
用
は
二
つ
の
段
階
を
通
じ
て

起
る
。
第
一
は
、
た
と
え
ぽ
需
要
に
対
す
る
供
給
過
小
か
ら
生
ず
る
価
格
騰
貴
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
需
要
が
減
退
し
、
か
く
し
て
需
給

が
均
衡
化
す
る
時
に
趨
る
。
こ
れ
は
短
期
的
反
作
用
で
あ
っ
て
安
定
的
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
価
格
の
価
値
以
上
へ
の
騰
貴
は
、
直
φ

り

に
労
働
配
分
の
変
化
を
促
す
誘
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
一
段
階
の
均
衡
は
労
働
配
分
の
変
化
を
通
し
て
当
該
商
品
の
供

給
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
生
産
者
の
努
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
動
に
よ
る
均
衡
化
作
用
は
、
生
産
期
間
の
長
さ

に
対
応
し
て
、

い
わ
ば
長
期
的
で
あ
る
、
も
し
そ
れ
に
よ
っ
て
価
格
が
価
値
に
帰
一
す
る
な
ら
ば
、
均
衡
は
|
|
|
他
の
新
た
な
事
情
が
生

じ
な
い
限
り

1
|安
定
的
で
あ
る
。
市
場
価
値
に
関
し
て
展
開
さ
れ
た
労
働
力
配
分
の
理
論
が
本
来
取
り
上
。
げ
る
べ
き
問
題
は
、
こ
の
第

二
段
階
で
の
均
衡
の
問
題
で
あ
る
。
だ
が
一
日
一
破
ら
れ
た
均
衡
が
、
第
二
段
階
を
経
て
再
び
落
ち
つ
く
と
こ
ろ
が
、
以
前
の
均
衡
と
常
に

同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
事
は
均
衡
の
主
柱
た
る
市
場
価
値
が
変
化
し
う
る
事
を
意
味
す
る
。
社
会
的
欲
望
の
契
機
が
市
場
価

値
論
に
と
っ
て
有
す
る
重
要
な
意
味
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
第
二
段
階
で
は
社
会
的
欲
望
が
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
。
す
な
わ
ち
供
給
量

が
、
そ
れ
に
対
す
る
需
要
量
よ
り
も
小
ま
た
は
大
で
あ
る
な
ら
ば
、
市
場
価
値
か
ら
の
市
場
価
格
の
希
離
が
生
ず
る
。
需
要
が
相
対
的
に



大
で
あ
れ
ば
、
市
場
価
格
は
市
場
価
値
以
上
に
騰
貴
し
、
反
対
の
場
合
は
反
対
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
だ
何
ら
市
場
価
値
の
水
準
の
変
侶

が
な
く
、
変
動
す
る
の
は
市
場
価
格
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
点
に
関
す
る
説
明
は
若
干
の
暖
味
き
を
も
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
需
給
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
直
接
に
市
場
価
値
そ
の
も
の
が
変
動
す
る
か
の
如
き
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
日
く
「
第
一
の
希
離
は
、
商
品
量
(
供
給
)
が
過
少
な
場
合
に
は
最
悪
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
た
商
品
が
つ
ね
に
市
場
価
値
を
規

制
し
、
商
品
量
が
過
大
な
場
合
に
は
最
良
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
た
荷
口
聞
が
つ
ね
に
市
場
価
値
を
規
制
す
る
と
い
う
こ
と
」
(
『
資
本
論
』
第

三
巻
一
六
回
頁
、
訳
同
八
六
頁
)
で
あ
る
。
こ
の
場
合
呂
田
吋
F
5
0
2山
田
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
冨

R
E
4
4
0
2
と
な
っ
て
い
る
意
味
が
筆
者
に

は
理
解
出
来
な
い
。
「
か
く
し
て
、
相
兵
な
る
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
諸
分
量
聞
の
単
な
る
比
率
か
ら
す
れ
ば
、
別
の
結
果
が
生

ぜ
ざ
る
を
え
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
両
極
端
の
一
方
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
」
と
述
ペ
て
い
る
の
は
、
生
産
諸
条
件
の
変
化
が
な
い
に
も

拘
ら
ず
、
市
場
価
値
が
変
化
し
う
る
事
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
確
言
は
で
き
な
い
。

と
も
か
く
、
生
産
諸
条
件
(
従
っ
て
ま
た
上
・
中
・
下
の
生
産
条
件
の
も
と
に
配
分
さ
れ
る
社
会
的
労
働
量
の
比
率
)
に
変
化
が
な
く
、
た
ま
た

ま
供
給
量
が
需
要
量
に
比
し
て
大
、
ま
た
は
小
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
起
る
事
は
市
場
価
格
の
市
場
価
値
以
下
へ
の
低
落
、
ま
た
は

以
上
へ
の
騰
貴
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
需
給
不
均
衡
が
、
社
会
的
需
要
の
変
化
か
ら
、
惹
き
起
こ
さ
れ
た
と
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
市
場
価
格
に
対
す
る
直
接
の
影

響
は
、
需
要
が
不
変
で
供
給
が
過
小
で
あ
っ
た
場
合
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
先
ず
市
場
価
格
の
騰
貴
で
あ
る
。
然
し
こ
与
で
も
第
二
段

階
の
均
衡
化
運
動
が
生
じ
、
市
場
価
格
は
市
場
価
値
に
い
ず
れ
は
帰
一
す
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
こ
の
帰
一
の
様
相
は
前
例
の
場
合
と
異
な

っ
て
く
る
。
需
要
が
増
大
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
均
衡
点
に
お
け
る
需
要
供
給
の
規
模
が
拡
大
し
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
同
時
に
市
場
価
値

の
大
き
さ
そ
の
も
の
に
も
変
動
が
起
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
当
該
商
品
の
生
産
に
お
い
て
、
所
謂
「
収
撞
不
変
」

(
従
っ
て
供
給
量
の
変
動

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

。

に
も
拘
ら
ず
、
単
位
当
り
生
産
に
必
要
な
労
働
量
が
不
変
な
る
こ
と
)
の
傾
向
が
支
配
し
て
い
る
場
合
に
は
、
な
る
ほ
ど
一
民
一
括
離
し
た
市
場
価

格
が
復
帰
す
べ
き
市
場
価
値
水
準
に
は
変
化
が
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
に
反
し
て
生
産
量
の
増
大
と
共
に
単
位
当
り
生
産

に
必
要
な
労
働
量
が
増
大
す
る
場
合
(
収
穫
逓
減
〉
と
、
必
要
労
働
量
が
減
少
す
る
場
合
(
収
穫
逓
増
)
に
は
市
場
価
格
が
復
帰
す
べ
き
市

場
価
値
水
準
そ
の
も
の
が
変
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
高
い
市
場
価
値
水
準
へ
の
市
場
価
格
の
帰
着

に
よ
ヮ
て
、
新
た
な
長
期
需
要
均
衡
が
回
復
さ
れ
、
後
の
場
合
に
は
、
よ
り
低
い
水
準
へ
の
帰
着
に
よ
る
新
た
な
長
期
需
要
均
衡
が
回
復

さ
れ
る
。
前
の
場
合
に
は
上
・
中
・
下
の
各
生
産
条
件
に
お
い
て
、
「
下
位
」
の
方
向
へ
の
比
重
増
加
が
起
る
か
(
こ
れ
は
従
来
競
争
か
ら

脱
落
し
て
い
た
生
産
者
が
あ
ら
た
に
盈
場
を
許
さ
れ
る
事
か
ら
起
る
)
或
い
は
、
上
・
中
・
下
と
も
全
般
的
に
生
産
力
が
減
退
す
る
か
、
し
て

市
場
価
値
水
準
の
上
昇
が
起
る
。
後
の
場
合
に
は
、
生
産
量
の
増
加
と
共
に
所
謂
「
大
規
模
生
産
の
経
済
」
が
特
に
「
上
位
」
の
生
産
部

国
に
起
っ
て
、
そ
の
方
向
へ
の
比
重
増
加
が
発
生
す
る
か
、
或
は
上
・
中
・
下
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、

か
与
る
「
経
済
」
が
芳
生
す
る
か
し
て

市
場
価
値
水
準
の
低
下
が
起
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
当
該
生
産
物
種
類
の
生
産
に
お
い
て
は
、
そ
の
生
産
量
の
増
大
に
よ
っ
て
、
社
会
的

必
要
労
働
量
が
減
少
す
る
。
需
要
が
減
退
す
る
場
合
は
逆
の
事
が
起
る
事
は
い
う
ま
で
も
な
い
(
『
経
済
志
林
』
十
八
巻
二
号
、
二

i
二
九
貫
参

照〉。迫
間
氏
は
、

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
お
い
て
冨

R
W苦
8
2
と
な
っ
て
お
ら
ず
冨

R
E巧
O
H
け
と
な
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
理
解

で
き
な
い
、
と
卒
直
に
の
べ
な
が
ら
、
以
上
の
よ
う
な
見
解
を
の
べ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
迫
間
説
は
「
需
要
の
変
化
↓
市
場
価
格

の
変
動
↓
生
産
量
の
変
化
↓
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
変
化
↓
社
会
的
労
働
配
分
の
変
化
↓
市
場
価
値
水
準
そ
の
も
の
の
変
化
」
と
接
約

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
氏
は
右
の
見
解
に
お
い
て
、
一
方
で
需
給
不
均
衡
が
社
会
的
需
要
の
変
化
か
ら
生
じ
た
場
合
、
た
と
え
ば
需
要
が
増
大
し
た
場



合
、
「
収
穫
不
変
」
の
場
合
は
市
場
価
値
は
不
変
で
あ
る
が
、
「
収
穫
逓
減
」
も
し
く
は
「
収
穫
逓
増
」
の
場
合
は
新
た
な
市
場
価
値
水
準

と
な
っ
て
結
果
す
る
、
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
既
存
の
諸
企
業
の
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
が
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た

他
方
新
た
な
企
業
(
既
存
の
企
業
に
く
ら
べ
て
よ
り
劣
悪
な
、
も
し
く
は
よ
り
優
秀
な
)
の
参
加
に
よ
る
場
合
も
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
も

社
会
的
必
要
労
働
時
間
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
市
場
価
値
水
準
が
蕊
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
需
給
一
致
を
前

提
と
す
れ
ば
、
商
品
の
価
値
し
た
が
っ
て
市
場
価
値
の
大
き
さ
は
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
氏
に

は
な
ん
ら
の
異
存
は
な
い
。
た
だ
社
会
的
需
要
の
変
化
は
、
あ
る
市
場
価
値
水
準
で
の
需
給
の
一
致
を
別
の
異
な
っ
た
市
場
価
値
水
準
に

移
行
さ
せ
る
原
因
を
な
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

(
同
論
文
同

士
三
頁
〉
と
い
う
、
そ
れ
自
体
は
正
し
い
観
点
に
立
ち
、
『
社
会
的
欲
望
の
変
化
が
社
会
的
総
労
働
の
配
分
に
影
響
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市

し
か
し
右
の
よ
う
な
迫
間
氏
の
見
解
は
、
「
『
市
場
価
値
形
成
の
理
論
は
同
時
に
社
会
的
労
働
配
分
の
理
論
を
あ
た
え
る
』

場
価
値
を
変
化
さ
せ
る
事
情
』
(
同
論
文
科
七
l
一
一
頁
)
を
解
明
し
つ
つ
、
そ
れ
を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
氏
が
実
際
に
分
析
し

た
の
は
、
社
会
的
平
均
労
働
時
間
と
社
会
的
労
働
配
分
の
未
来
の
関
連
で
は
な
く
、
市
場
価
格
変
動
が
個
別
的
生
産
諸
条
件
の
変
化
を
誘

発
し
て
市
場
価
値
を
変
化
さ
せ
る
事
情
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
そ
れ
を
『
た
え
ざ
る
動
揺
の
な
か
に
「
均
衡
化
の
機
構
」
が
資
本
制
社
会
に

存
在
し
て
い
る
』
(
同
論
文
口
コ
一
六
頁
)
こ
と
の
証
左
と
し
た
。

け
れ
ど
も
、

氏
の
分
析
し
た
問
題
は
技
術
説
で
も
十
分
説
明
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
技
術
説
に
た
い
す
る
あ
ら
た
な
論
点
の
呈
示
を
な
さ
ず
、
技
術
説
の
均
衡
論
的
一
再
編
だ
け
が
目
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め

当
然
に
も
、
山
本
二
三
丸
氏
に
よ
る
手
き
び
し
い
均
衡
論
批
判
を
誘
発
す
る
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
(
大
島
雄
一
『
価
格
と
資
本
の
理
論
』

六
四
頁
)

と
の
批
判
を
う
け
た
の
で
あ
る
。

「
社
会
的
必
要
労
働
(
時
間
)
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
迫
間
論
文
以
降
も
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
発
表
し
た
。
例
え
ば
鈴
木
喜
久

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

夫
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
つ
い
て
」
(
東
北
大
学
『
経
済
学
』
二
八
号
、
一
九
五
三
年
)
、
山
本
二
三
丸
「
市
場
価
格
と
市
場
価
値
」

(
『
立
教

経
済
学
研
究
』
八
巻
一
号
、

一
九
五
四
年
十
月
)
、
馬
場
元
二
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
つ
い
て
」

(
九
州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
一
九
五
四
年
四

号
)
、
お
よ
び
「
価
値
と
市
場
価
値
L

(
『
経
済
評
論
』

一
九
五
五
年
七
月
号
〉
、
大
島
雄
一

「
価
値
法
則
と
社
会
的
労
働
の
配
分
1

1
社
会
的

必
要
労
働
時
間
の
慨
念
に
か
ん
す
る
一
考
察

l
l」
(
名
古
屋
大
学
『
経
済
科
学
』
四
巻
二
号
、
一
二
号
、

一
九
五
六
年
三
月
、
八
月
)
、
高
島
永
幹

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
か
ん
す
る
技
術
説
に
つ
い
て
」
(
『
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
六
号
、
七
号
、

一
九
五
八
年
、
五
九
年
)
等
の
諸
論

文
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
技
術
説
的
解
釈
は
、
さ
き
の
遊
部
氏
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
た
、
と
え
ば
横
山
氏
に
よ
っ
て
も
、
「
商
品
の
価
値
の
大
き
き
を

決
定
す
る
も
の
は
、
:
;
:
社
会
的
に
必
要
な
労
働
の
分
量
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
生
産
に
お
い
て
技
術
上
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
ほ

か
な
ら
な
い
L
(
『
経
済
学
の
基
盤
』
二
八
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
的
見
解
は
、
た
と
え
ば
迫
間
氏
も
そ
う
で
あ
っ

た
が
、
白
杉
氏
に
よ
っ
て
も
す
で
に
み
た
如
く
「
商
品
価
値
の
決
定
者
'
と
し
て
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
な
る
も
の
は
、
単
に
生
産
技
術

の
う
え
か
ら
見
た
必
要
労
働
時
間
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
同
時
に
、
商
品
に
対
す
る
社
会
的
必
要
か
ら
も
規
定
さ
れ
る

側
面
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」
会
価
値
の
理
論
』
、
八
二
買
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
横
山
氏
の
見
解
は
需
給
の
一
致
を
前
提
と
し
た
左
こ
る
で

の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
規
定
と
し
て
は
正
し
く
、
こ
の
場
合
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
も
の
が
需
要
で
は
な
く
、
商
品
の
生
産
に

社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
そ
し
℃
価
値
と
価
格
の
采
離
の
原
因
が
需
給
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
指

摘
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
理
解
に
立
っ
て
、
横
山
氏
が
商
品
価
値
の
決
定
と
商
品
価
値
の
実
現
に
お
け
る
「
社
会
的
必
要

労
働
時
間
」
の
二
様
の
意
味
の
役
割
を
峻
別
す
る
の
は
、

い
ち
お
う
当
然
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
社
会
的
必
要
労
働
時
間
を
、

商
品
価
値
の
決
定
と
商
品
価
値
の
実
現
の
問
題
の
場
合
と
い
う
風
に
区
別
し
て
、
二
様
に
理
解
す
る
だ
け
で
は
、
問
題
の
理
解
と
し
て
は



不
十
分
で
あ
る
。

も
と
も
と
商
品
価
値
の
決
定
と
商
品
価
値
の
実
現
の
問
題
は
、
資
本
制
的
商
品
生
産
H
再
生
産
の
現
実
に
お
い
て
は
、
別
個
の
も
の
と
し

て
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
か
ら
、
競
争
は
、
競
争
の
二
局
面
と
し
て
、
商
品
価
値
の
生
産
と
そ
の
実
現
を
相
互
関
連
酌

な
不
可
分
の
作
用
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
別
個
の
意
味
で
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
変
化
は
社
会
的
労
働
配
分
の
変
更
を
き
た
し
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
第
一
の
意
味
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
を
も
変
更
さ
せ
る
。
そ
し
て
後
者
の
変
化
は
ま
た
さ
ら
に
前
者
の
変
化
の
原
因

と
な
る
。
需
給
の
一
致
(
価
値
ど
お
り
の
販
売
)
と
い
う
場
合
、
あ
る
特
定
商
品
に
お
い
て
需
要
五
H
供
給
五
の
場
合
も
、
需
要
一

O
U供

給
一

O
の
場
合
も
、

い
ず
れ
も
需
給
の
一
致
で
あ
る
が
、
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
こ
の
商
品
の
生
産
に
技
術
的
に
必
要
な
労
働
時
間

が
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
需
給
一
致
の
場
合

に
お
い
て
も
、
社
会
的
需
要
し
た
が
っ
て
第
二
の
意
味
の
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
は
、
第
一
の
意
味
の
社
会
的
必
要
労
働
時
聞
に
内
的
な

か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
あ
る
。
た
だ
問
題
は
、
こ
の
内
的
か
か
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
需
要
H
供
給
を
と
も
か
く
前
提
す
れ
ば
、
需
要
U
供
給
は
意
味
を
な
さ
ず
、
あ
と
は
生
産
技
術
上
必
要
と
さ
れ
る
労
働

時
間
に
よ
っ
て
商
品
の
価
値
は
き
ま
る
の
だ
か
ら
、
社
会
的
欲
望
に
つ
い
て
は
や
は
り
問
題
と
し
な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解

は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
点
鈴
木
喜
久
夫
氏
は
「
個
々
人
の
労
働
が
社
会
的
労
働
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
形
態
が
価
値
で
あ
り
、
そ
の
分
量

の
大
い
さ
が
価
値
の
大
い
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
々
人
の
労
働
が
商
品
価
値
の
総
量
で
表
わ
さ
れ
る
社
会
的
総
労
働
の
可
除
部
分

で
あ
り
し
た
が
っ
て
ま
た
一
定
の
生
産
部
門
に
配
丹
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
だ
か
ら
、
社
会
的
労
働
の
分
量
が
柿
値
の
大
い
さ
を
規

定
す
る
こ
と
と
、
社
会
的
総
労
働
が
そ
の
欲
望
に
比
例
し
て
各
生
産
部
門
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
与
は
、
同
一
の
法
則
す
な
わ
ち
価
値
法
則

に
基
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
二
つ
の
異
る
法
則
に
基
く
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
商
品
価
値
の
総
量
で
表
わ
さ
れ
る
社
会

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
寸
価
値
」

四

的
治
労
働
は
一
つ
の
客
観
的
な
実
在
で
あ
っ
て
二
つ
の
呉
る
存
在
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
同
一
の
商
品
が
同
時
に
異
る
二
つ
の
『
社
会

的
必
要
労
働
時
間
』
を
含
み
う
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
」
(
東
北
大
学
『
経
済
学
』
二
八
号
、
五
l
六
頁
)
と
の
べ
、
さ
ら
に
、
価

値
法
則
と
社
会
的
労
儲
の
配
分
に
つ
い
て
、
「
商
品
は
そ
の
価
値
の
大
い
さ
か
}
社
会
的
必
要
労
働
何
時
間
と
し
て
直
接
的
に
表
現
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
商
品
の
価
値
は
他
の
商
品
と
の
交
換
関
係
に
お
い
て
交
換
価
値
と
し
て
さ
ら
に
発
展
し
た
形
態
で
は
価
格
と
し
て
現
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
交
換
価
値
(
価
格
)

は
個
々
の
商
品
生
産
者
に
と
っ
て
は
新
に
ど
の
種
類
の
商
品
を
生
産
す
べ
き
か
を
決
定
す
る

基
準
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
小
麦
の
生
産
者
は
、
そ
の
生
産
し
た
小
麦
の
一
定
量
を
も
っ
て
予
報
さ
れ
た
交
換
比
率
で
他
の
商
品
の
一
定

量
た
と
え
ば
一
着
の
上
衣
と
交
換
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
た
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
予
報
さ
れ
た
価
格
で
販
売
し

そ
の
貨
幣
を
も
っ
て
上
衣
を
購
買
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
上
衣
の
価
格
は
価
値
以
上
に
騰
貴
し
た
の
で
あ
っ
て
、
上
衣
の
生

産
に
対
し
て
は
社
会
的
総
労
働
の
よ
り
多
く
の
部
分
を
投
ぜ
し
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
上
衣
は
社
会
的
需
要
に
適
合
す
る
だ
げ
生

産
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
価
格
の
騰
貴
は
こ
れ
に
対
ず
る
社
会
的
労
働
の
配
分
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
商
品
の
価
値
を
超
え
る
価
格
は
、
そ
の
商
品
の
生
産
に
社
会
的
総
労
働
の
よ
り
多
く
の
部
分
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
事
後
的
に
で
は
あ
る
が
社
会
的
労
働
の
配
分
を
調
節
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
交
換
価
値
ハ
価
格
)
と
し
て
現
象
す
る
価
値
は
、

そ
の
大
い
さ
を
社
会
的
必
要
労
働
の
分
量
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
各
生
産
部
門
へ
の
社
会
的
総
労
働
の
配

分
を
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」

(
向
上
五
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

ま
た
富
塚
良
三
氏
も
「
『
市
場
価
値
』
は
『
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
需
要
供
給
の
変
動
が
市
場
価
格
を
振
動
さ
せ
る
中
心
』
を
な
す
の
で
あ

る
が
、
更
に
、
こ
の
市
場
価
値
の
変
動
自
体
が
需
要
・
供
給
の
関
係
の
変
動
を
規
制
し
、
ま
た
逆
に
需
要
・
供
給
の
関
係
の
変
動
が
市
場

価
値
そ
の
も
の
与
の
変
化
に
導
く
と
い
う
こ
と
も
生
じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
市
場
価
格
の
運
動
の
中
心
点
を
な
す
)
市
場
価
値
の
低
下
(
上
昇
〉



は
そ
れ
自
体
、
社
会
的
需
要
を
増
加
(
減
少
Y
せ
し
め
る
作
用
を
な
し
、
他
方
、
供
給
に
対
比
し
て
の
需
要
の
相
対
的
減
少
(
議
い
は
、
需

要
に
対
比
し
て
の
供
給
の
相
対
的
増
加
)
に
よ
る
市
場
価
格
の
低
下
は
、
新
た
な
生
産
方
法
の
採
用
を
う
な
が
し
市
場
価
値
自
体
の
低
下
に

導
く
作
用
を
な
し
う
る
」
(
「
『
特
別
剰
余
価
値
』
に
関
す
る
覚
え
書
」
『
商
学
論
集
』
二
四
巻
一
号
八
五
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
需
給
関
係
の
変
動
が
価
値
の
大
き
さ
そ
の
も
の
の
変
化
を
導
く
と
い
う
見
解
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
富
塚
氏
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
生
産
方
法
の
採
用
が
あ
れ
ぽ
市
場
価
値
が
変
動
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
う
で
な
く
と

も
、
第
二
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
を
表
現
す
る
需
要
の
変
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
新
た
な
水
準
で
の
需
給
の
一
致
が
何
ら
か

の
事
情
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
な
ら
、
市
場
価
値
そ
の
も
の
が
変
化
す
る
場
合
も
生
ず
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
、
あ
る
商
品
を
生
産
す
る
の
に
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
聞
が
、
何
よ
り

も
マ
ル
ク
ス
の
い
う
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
第
一
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
第
一
の
意
味
の

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
を
含
む
商
品
総
量
が
、
第
二
の
意
味
(
別
個
の
意
味
)
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
量
的
に
適
当
な
存

在
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
第
一
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
を
し
て
、
価
値
の
大
き

さ
の
規
準
た
ら
し
め
る
の
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
れ
、
第
二
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
と
い
う
裏
づ
け
の
存
在
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
、

ま
た
当
然
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
個
々
の
商
品
の
価
値
が
、
ぞ
の
前
提
と
し
て
、
何
よ
り
も
他
人
の
た
め
の
、
し
た
が
っ
て
社
会
的
な
使
用
価
値
で
、
あ
り
、
右

用
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
相
応
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
逆
に
、
第
二
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」

そ
の
も
の
に
よ
っ
て
価
値
の
大
き
さ
が
規
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
、
こ
の
見
解
は
、
第
一
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
と
は
無

関
係
に
価
値
の
大
き
さ
は
需
給
関
係
で
き
ま
る
と
い
う
全
く
の
誤
っ
た
見
解
と
な
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
第
二
の
意
味
の
「
社
会
的
必

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一六

要
労
働
時
間
」
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
第
一
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
が
支
出
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
価
値
の

大
き
さ
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
な
ら
、
極
端
な
場
合
を
想
定
す
れ
ば
第
一
の
意
味
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
さ
え
商
品
に
対
象
化
さ

れ
て
い
る
な
ら
、
第
二
の
意
味
の
そ
れ
が
ゼ
ロ
で
あ
っ
℃
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
が
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」

の
第
一
の
意
味
と
第
二
の
意
味
は
、
そ
れ
故
、
別
個
に
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き

で
は
な
く
統
一
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
以
と
の
こ
と
に
関
連
し
て
余
分
に
生
産
さ
れ
(
と
い
う
の
は
第
二
の
意
味
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
以
上
に
生
産
さ
れ
〉

て
、
売
れ
浅
っ

た
商
品
は
商
品
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
売
買
さ
れ
な
い
(
ま
た
は
交
換
さ
れ
な
い
)
商
品
は
商
品
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問

を
提
起
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
疑
問
も
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
二
様
の
意
味
と
の
関
連
で
考
え
る
必
要
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
前
提
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
の
商
品
が
如
何
な
る
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品

で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
問
題
の
商
品
が
、
た
と
え
ば
原
始
共
同
体
と
原
始
共
同
体
の
あ
い
だ
で
偶
然
交
換
さ
れ
た
場
合
の
商

品
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
交
換
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
品
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
交
換
さ
れ
な
い
以
前
は
商
品
で
は
な
い
、
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
と
の
生
産
物
は
か
〈
換
以
前
に
お
い
て
は
共
同
体
の
内
部
で
、
そ
の
共
同
体
の
必
要
の
た
め
に
生
産
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
問
題
の
商
品
が
、
商
品
生
産
の
最
高
の
段
階
で
あ
る
資
本
主
義
社
会
の
商
品
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
、

商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
た
が
売
れ
残
っ
た
商
品
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
価
値
物
と
し
て
生
産
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を
実
現
で
き
な

か
っ
た
商
品
で
あ
る
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
と
の
社
会
に
お
け
る
商
品
は
、
社
会
的
分
業
の
も
v
ど
で
の
私
的
所
有
と
い
う

社
会
関
係
が
商
品
と
い
う
物
の
形
に
お
い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
関
係
の
物
化
、
範
時
化
と

し
て
商
品
は
存
在
し
、
売
れ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
生
産
者
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
使
用
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
な
い
も
の
だ



か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
の
商
品
は
、
余
分
に
生
産
さ
れ
て
売
れ
残
っ
た
な
ら
、
そ
の
価
値
は
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
の
価

値
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
売
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
価
値
そ
の
も
の
も
な
か
っ
た
、
な
ど
と
い
う
べ
き
で
は
な

ぃ
。
ま
た
投
げ
売
り
き
れ
た
場
合
な
ら
、
そ
の
価
値
が
一
部
分
し
か
実
現
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
点
を
『
資
本
論
』
が
対
象
と
し
て
い
る
商
品
の
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
対
す
る
解
釈

で
あ
る
「
消
費
説
」
と
「
技
術
説
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
て
み
る
と
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
「
消
費
説
」
の
立
場
か
ら
み
る

と
、
売
れ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
価
値
も
使
用
価
値
も
い
ず
れ
も
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
「
物
が
無
用
な
の
だ
か
ら
価
値
も
存

在
し
な
い
」
と
主
張
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
「
生
産
説
」
か
ら
は
、
物
が
生
産
さ
れ
、
そ
こ
に
社
会
的
必
要
労
働
時
闘
が
含
ま
れ

て
い
る
の
だ
か
ら
価
値
は
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
物
は
商
品
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
生
産
」
の
立
場
、
「
消
費
」

の
立
場
と
双
方
の
立
場
が
切
り
離
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
え
で
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
現
実
の
商
品
生
産
社
会
の
経

済
活
動
は
生
産
と
消
費
の
絶
え
ざ
る
連
続
の
過
程
で
あ
る
。
現
実
の
生
産
は
必
然
的
に
再
生
産
過
程
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
す
る
と
、

「
生
産
」
と
「
消
費
」
は
切
り
離
し
て
で
は
な
く
統
一
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
価
値
の
生
産
」
と
「
そ
の
実
現
」
は
結
び
つ
け

ら
れ
、
再
生
産
の
見
地
か
ら
の
み
考
察
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
生
産
上
必
要
な
社
会
的
労
働

時
間
は
社
会
的
需
要
と
一
定
の
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
価
値
の
成
立
と
価
値
の
実
現
と
は
内
的
に
必
然
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。
生
産
さ
れ
た
価
値
が
実
現
さ
れ
、
こ
の
価
値
の
実
現
に
よ
っ
て
次
の
生
産
が
可
能
と
な
り
、
こ
の
生
産
に
よ
っ
て
成
立
し
た
価

値
が
ふ
た
た
び
実
現
さ
れ
る
と
い
う
過
程
の
持
続
的
繰
返
し
が
、
商
品
生
産
の
真
の
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら
価
値
の
生
産
は
価
値
の
実
現

の
根
拠
で
あ
り
、
価
値
の
実
現
は
価
値
の
生
産
の
保
障
で
あ
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
こ
の
再
生
産
過
程

が
資
本
制
生
産
様
式
で
の
競
争
と
し
て
無
政
府
的
に
遂
行
さ
れ
な
が
ら
、
結
局
は
人
間
生
存
の
自
然
法
則
(
ご
く
お
お
ま
か
に
い
え
ば
人
聞
の

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

八

生
存
に
は
労
働
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
労
働
が
社
会
的
必
要
に
対
し
て
適
正
に
比
例
的
に
配
分
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
)

を
貫
徹
し
て
い
る
点
が
資
本
制
社
会
の
特
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
故
横
山
氏
の
よ
う
に
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
二
様
の
意
味
の
区
別
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
そ
こ
で
氏
の
見
解

に
対
し
て
、
「
か
く
し
て
氏
(
横
山
)
の
ば
あ
い
、
同
一
の
商
品
に
含
ま
れ
る
こ
つ
の
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
う
ち
の
一
つ
、
す
な
わ
ち

『
純
技
術
的
意
味
』
に
お
け
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
は
商
品
価
値
の
大
い
さ
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
価
値
の
法
別
で
あ
り
、
も

う
一
つ
は
社
会
的
総
労
働
の
配
分
、
商
品
価
値
の
3

実
現
に
か
か
わ
る
も
の
と
し
て

『
価
値
法
則
と
関
係
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
』
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
氏
に
お
い
て
は
社
会
的
総
労
働
の
配
分
を
規
制
す
る
法
則
が
価
値
法
則
と
は
別
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
云
い
か
え
れ
ば
商
品
価
値
の
大
い
さ
の
決
定
と
社
会
的
総
労
働
の
配
分
、
ど
が
同
一
の
価
値
法
則
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
後
者
は
別

な
法
則
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」

(
鈴
木
、
東
北
大
学
『
経
済
学
』
二
八
号

一
頁
)
と
の
批
判
が
加
え
ら
れ
、

ま
た
「
余

分
に
生
産
さ
れ
た
商
品
」
に
つ
い
て
の
横
山
氏
の
解
釈
に
た
い
し
て
、

「
こ
与
で
の
問
題
は
、
五
十
万
個
の
電
球
が
売
れ
な
い
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
し
て
、
氏
の
売
れ
な
か
っ
た
商
品
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
る
。
氏
の
主
張
さ
れ
る
第
一
の
点
。
た
と
え
売
れ
な
か

っ
た
に
し
て
も
電
球
は
、
『
技
術
的
に
正
し
く
役
に
立
つ
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
使
用
価
値
を
持
つ
』
、
左
い
わ
れ
て

い
る
。
商
品
の
使
用
価
値
は
所
有
者
の
た
め
の
使
用
価
値
で
は
な
〈
他
人
の
た
め
の
使
用
価
値
で
あ
る
。
売
れ
な
い
商
品
が
使
用
価
値
を

持
っ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
誰
の
た
め
の
使
用
価
値
で
あ
ろ
う
か
。
ぞ
れ
は
、
使
用
す
る
主
体
の
な
い
使
用
価
値
、
人
間
と
は
無
関
係
に
独

立
に
存
在
す
る
使
用
価
値
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
の
点
。
こ
与
に
は
、
価
値
の
形
成
と
そ
の
実
現
に
つ
い
て

現
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

の
氏
の
見
解
は
極
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。
売
れ
な
い
商
品
の
生
産
に
支
出
さ
れ
た
労
働
も
価
値
を
形
成
し
た
の
で
あ
り
、
た
父
-
実

『
使
用
価
値
も
価
値
も
証
明
H
実
現
さ
れ
え
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
使
用



価
値
も
価
値
も
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
誤
り
で
あ
る
』
と
。
価
値
は
そ
の
実
現
か
ら
独
立
し
て
形
成
さ
れ

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
商
品
の
生
産
に
投
ぜ
ら
れ
た
労
働
は
、
そ
の
商
品
が
販
売
さ
れ
価
値
を
実
現
し
て
は
じ
め
て
、
自
分
を

価
値
を
形
成
す
る
労
働
と
し
て
示
す
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
の
ぺ
た
。
価
値
の
実
現
を
離
れ
て
は
価
値
の
形
成
と
実

現
と
は
無
関
係
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
売
れ
な
い
商
品
に
つ
い
て
の
見
解
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
氏
の
批
判
さ
れ

る
『
消
費
説
』
の
方
が

E
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

(
同
上
、
ご
O
l
一
頁
)
と
の
批
判
や
、
さ
ら
に
ま
た
、
横
山
説
は
、

「
誤
っ
た
消
費

説
的
理
解
に
反
対
す
る
あ
ま
り
か
:
:
:
価
値
の
実
現
規
定
よ
り
は
成
立
規
定
を
一
方
的
に
強
調
な
い
し
重
視
し
て
、
他
方
を
不
当
に
無
視

な
い
し
軽
視
」
(
高
島
、

『
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
六
号
一
七
八
真
)
し
て
い
る
と
の
批
判
が
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
、

「
技
術
説
」

に
お
け
る
弓
生
産
諸
条
件
』
と
『
労
働
の
熟
掠
お
よ
び
強
度
』
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
ら
の
も
の
は
そ
れ
自

体
と
し
て
は
技
術
的
な
も
の
に
相
違
な
い
が
、
し
か
し
、
右
の
『
定
式
化
』
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
生
産
諸
条
件
』
そ
の
も

の
、
あ
る
い
は
『
労
働
の
熟
練
お
よ
び
強
度
』
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
も
の
の
『
社
会
的
な
平
均
度
』
な
の
で

い
う
ま
で
も
な
く
、
技
術
的
な
規
定
で
は
な
く
し
て
、
社
会
的
な
規
定
で
あ
る
」
(
山
本
二
三
丸
「
商
品
」
、
講
座
『
資
本
論
の

あ
る
。
こ
れ
は
、

解
明
』
第
一
分
冊
、
理
論
社
、

一
九
五
一
年
、
七
五
頁
〉

と
の
批
判
も
出
さ
れ
、
さ
ら
に
と
の
見
解
に
た
い
し
て
は
白
杉
氏
か
ら
「
し
か
し
、

『
社
会
的
な
平
均
度
』
は
ど
う
し
て
き
ま
る
か
。
そ
れ
を
分
析
し
て
ゆ
け
ぽ
、
技
術
的
条
件
の
前
提
と
し
て
の
社
会
的
欲
望
が
こ
れ
を
限

定
す
る
と
こ
ろ
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
(
『
価
値
の
理
論
』
七
四
頁
)
と
の
所
見
が
の
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
白
杉
民
の
こ
の

見
解
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
価
値
の
大
き
さ
が
社
会
的
な
欲
望
〈
必
要
〉
に
よ
っ
て
の
み
規
定
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い

が
、
氏
が
「
社
会
的
必
要
か
ら
も
、
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
時
、
使
用
価
値
な
い
し
社
会
的
欲
望
を
、
価
値
の
量
的
規
定
の
た
ん
な
る
前

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二

O

提
と
し
て
の
意
味
以
上
の
意
味
に
解
す
る
わ
け
で
あ
る
‘

そ
こ
で
以
上
の
「
消
費
説
」
と
「
技
術
説
」
の
解
釈
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
次
の
点
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
社
会
的
欲
望

以
上
に
生
産
き
れ
た
商
品
は
価
値
を
も
た
な
い
」
と
い
う
点
は
消
費
説
の
あ
や
ま
り
で
あ
り
、
他
方
、

「
技
術
的
意
味
で
の
社
会
的
必
要

労
働
時
聞
は
価
値
の
生
産
H
成
立
の
要
因
で
あ
り
、
社
会
的
要
素
に
適
合
す
る
と
い
う
意
味
で
の
社
会
的
必
要
労
働
時
同
と
は
価
値
の
実

現
の
要
因
で
あ
る
」
と
し
て
、
価
値
の
生
産
と
価
値
の
実
現
を
分
離
す
る
考
え
は
生
産
説
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
。
も
し
前
者
の
よ
う
な
主

張
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
価
値
と
価
格
は
同
一
視
さ
れ
て
し
ま
う
し
、
後
者
の
よ
う
な
主
張
が
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
社
会
的
需

要
が
ど
の
よ
う
な
大
き
き
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
決
定
に
無
関
係
で
あ
り
、
極
端
に
い
え
ば
、
社
会
的
欲

望
と
は
無
関
係
に
生
産
技
術
的
に
正
し
く
生
産
さ
れ
る
な
ら
商
品
の
価
値
は
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
か
つ
商
品
の
価
値
の
大
き

さ
を
規
定
す
る
社
会
的
必
要
労
働
時
間
と
い
う
概
念
が
競
争
的
再
生
産
〈
そ
れ
は
生
産
と
消
費
の
統
一
で
あ
る
)
に
お
い
て
成
立
す
る
こ
と
、

し
た
が
っ
て
価
値
法
則
は
ま
た
社
会
的
労
働
の
配
分
を
規
制
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
故
、
こ

の
よ
う
な
い
わ
ば
一
面
的
な
「
消
費
説
」
も
「
生
産
説
」
も
あ
や
ま
り
と
し
て
批
判
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
社
会

的
必
要
労
働
時
間
の
二
様
の
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
一
面
的
に
強
調
す
る
、

い
わ
ば
素
朴
な
「
消
費
説
」
な
ら
び
に
「
技
術
説
」
に
対
し
て

は
、
「
消
費
説
:
:
:
は
統
一
的
に
把
握
し
え
な
か
っ
た
た
め
価
値
量
決
定
要
因
の
理
解
に
お
い
て
、
技
術
的
必
要
労
働
時
間
と
社
会
的
需

要
の
二
元
論
を
採
用
し
、
市
場
価
値
と
市
場
価
格
が
つ
ね
に
一
致
す
る
と
い
う
結
論
に
達
し
、
需
要
供
給
論
よ
り
す
る
マ
ル
ク
ス
批
判
家

の
攻
撃
に
屈
す
る
結
果
に
な
っ
た
。
:
:
:
消
費
説
が
二
つ
の
側
面
を
直
接
的
に
結
び
つ
け
た
と
す
れ
ば
、
技
術
説
は
両
者
を
機
械
的
に
分

離
し
、
生
産
過
程
と
流
通
過
程
の
機
械
的
分
離
、
価
値
の
成
立
と
実
現
の
非
統
一
的
把
握
、
商
品
の
使
用
価
値
把
握
の
あ
や
ま
り
、
を
招

来
し
た
の
で
あ
り
、
技
術
説
が
納
得
的
た
り
え
な
い
の
は
こ
れ
ら
の
点
に
か
か
わ
っ
て
い
る
」
(
大
島
雄
一
、
『
経
済
科
学
』
四
巻
二
号
、
六
七



頁
)
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。

き
て
以
上
、
「
消
費
説
(
需
要
説
と
と
「
生
産
説
」
と
い
う
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
つ
い
て
の
二
つ
の
解
釈
を
み
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
二
説
の
い
う
と
こ
ろ
を
そ
れ
ぞ
れ
批
判
的
に
摂
取
す
る
な
ら
ぽ
ー

l
白
杉
氏
の
意
図
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
|
!
?
、
そ

れ
が
真
向
か
ら
対
立
す
る
説
で
は
な
く
、
意
外
に
も
同
じ
解
釈
の
な
か
で
の
一
面
的
理
解
の
対
立
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
消
費
説
」
が
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
は
社
会
的
需
給
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
と
い
う
と
き
、
た
し
か
に
、
あ
る
商
品

の
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
同
」
は
、
社
会
的
需
要
と
無
関
係
に
、
た
ん
に
技
術
的
労
働
時
間
で
決
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
意
味
で
両
者
は
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
で
も
、

た
ん
に
需
給
そ
の
も
の
が
「
社
会
的
必
要
労

働
時
間
」
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
な
ど
と
は
、
決
し
て
白
杉
民
の
「
消
費
説
」
が
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

ま
た
迫
間
氏
の
場
合

で
も
、
「
価
値
の
大
き
さ
の
変
動
は
生
産
以
外
の
場
所
に
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
「
生
産
説
」
は
需
給
一
致
の
前
提
の
も
と
で
は
「
社
会
的
必
要
労
働
時
闘
」
の
大
き
さ
は
、
そ
の
第
一
の
意
義
に
よ
っ
て
決
ま

る
、
と
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
白
杉
氏
の
「
消
費
説
」
で
も
同
意
し
て
い
る
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
需
給
そ
の
も
の
、
が
「
社
会

的
必
要
労
働
時
間
」
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
よ
う
な
考
え
方
に
た
い
し
て
は
、
「
生
産
説
」
が
こ
れ
を
否
定
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
考
え
は
白
杉
氏
の
「
消
費
説
」
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
白
杉
氏
の
立
場
か
ら
は
、
両
説
は
同
じ
解
釈
上
の

な
か
で
、
あ
る
一
面
を
強
調
し
た
論
争
だ
っ
た
、
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
、
ど
ち
ら
が
、
よ
り
本
来
の
解
釈
に
近
い
か
と
い
え
ば
、
白
杉

氏
の
「
消
費
説
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
こ
の
「
消
費
説
」
と
あ
や
ま
っ
て
よ
ば
れ
て
い
る
白
杉
氏

の
解
釈
は
、
そ
の
な
か
に
「
生
産
説
」
を
含
み
、
そ
れ
を
な
ん
ら
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
「
生
産
説
」
と
い
う
解
釈
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

社
会
的
欲
望
と
の
関
連
で
、

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
内
容
を
解
釈
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
え
ば

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
「

逆
に
「
生
産
説
」
そ
の
も
の
も
「
消
費
説
」
的
理
解
を
前
提
と
し
つ
つ
、
自
己
の
見
解
を
の
べ
て
い
た
、
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
以
上

の
よ
う
に
両
説
を
位
置
づ
け
て
、
そ
れ
で
問
題
が
片
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
依
然
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、

「
不
明
瞭
な
も
し
く
は
暖
昧
な
箇
所
」
と
い
わ
れ
る
難
解
な
箇
所
な
の
で
あ
る
。

五

い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」

(
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
)

に
つ
い
て
の
諸
解
釈

「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
つ
い
て
の
「
技
術
説
」
と
「
消
費
説
」
の
双
方
の
見
解
は
、

い
わ
ば
そ
の
応
用
問
題
と
し
て
、
「
不
明
瞭

な
笛
所
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
解
釈
を
下
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
「
問
題
の
箇
所
」
で
マ
ル
ク
ス
に
誤
記
な
し

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
が
正
当
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
に
、

「
技
術
説
」
と
「
消
費
説
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
答
え
、
ま

た
白
杉
民
の
見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

問
題
は
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
根
本
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
理
解
の
仕
方
、
「
不
明
瞭
な
箇

所
」
に
お
け
る
「
市
場
価
値
」
の
理
解
の
仕
方
が
、
超
過
利
潤
、
差
額
地
代
の
理
解
の
基
礎
前
提
と
な
り
、
白
移
民
に
あ
っ
て
は
こ
れ
が

独
占
利
潤
の
源
泉
問
題
の
解
決
へ
と
結
び
つ
く
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
「
技
術
説
」
も
「
消
費
説
」
も
そ
れ
ぞ
れ
自
説
が
正
当
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
二
篇
第

十
章
の
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
を
そ
れ
ぞ
れ
自
説
の
立
場
か
ら
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」

が
呆
し
て
従
来
の
「
技
術
説
」

「
消
費
説
」
の
い
ず
れ
に
対
し
て
、
そ
の

E
当
で
あ
る
こ
と
の
論
拠
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
ま
た

白
杉
民
の
見
解
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
白
杉
民
の
見
解
が
、
こ
の
問
題
の
筒
所
の
解
釈
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を

も
ち
う
る
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。



こ
の
問
題
の
箇
所
を
ふ
く
む
第
十
章
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
も
と
も
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
て
い
る
ご
と
く
(
序
文
参
照
)
、

マ
ル
グ

ス
の
草
稿
で
あ
っ
た
た
め
、
十
分
に
整
理
推
稿
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
マ
ル
ク
ス
価
値
論
理
解
に
あ
た
っ
て
き
わ
め
て
重

要
か
つ
興
味
あ
る
内
容
を
ふ
く
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
理
解
の
開
難
な
箇
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
「
問
題
の
箇
所
」
を
屡
さ
ぞ
う
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
箇
所
の
叙
述
の
順
序
通
り
に
引
用
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

、lJI
「
た
だ
異
常
な
組
合
わ
せ
富
田
宮
円
。
邑
oロロ
rvmw
問
。
目
立

E
色
。
宮
出
の
も
と
で
の
み
、
最
悪
の
条
件
下
ま
た
は
最
良
の
条
件
下
で

生
産
さ
れ
る
商
品
が
市
場
価
値
冨

R
E君
。
ユ
を
規
制
す
る

g
m
o
Hロ
の
で
あ
っ
て
、

市
場
価
値
は
ま
た
市
場
価
格
の
動
揺
の
中
心
を

な
す
ー
ー
ー
と
い
っ
て
も
、
市
場
価
格
は
同
一
種
類
の
商
品
に
つ
い
て
は
同
一
で
あ
る
」
〈
『
資
本
論
』
第
三
巻
、
二

O
一
ニ
頁
、
長
谷
部
訳
、
青
木
文

摩
川
二
六
八
頁
3

1
J
 
E

「
こ
れ
に
反
し
、
需
要
が
強
く
て
、
最
悪
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
価
値
に
よ
っ
て
価
格
が
規
制
さ
れ
て
も
需
要
が
収
縮
し

〆
l
kな
い
よ
う
な
場
合
に
は
、
と
の
商
品
が
市
場
価
値
宮
島
宮
司
。
ユ
を
規
定
す
る

σ
g忠
臣
5
0
H
M
。
そ
う
し
た
こ
と
が
生
じ
う
る
の
は
、
需
要

が
普
通
の
需
要
を
こ
え
る
相
場
合
、
ま
た
は
、
供
給
が
普
通
の
供
給
以
下
に
減
少
す
る
場
合
だ
け
で
あ
る
。
最
後
に
、
生
産
さ
れ
る
商
品
の
分

量
が
、
中
位
の
市
場
価
値
で
売
れ
る
以
上
に
大
き
い
場
合
に
は
、
最
良
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る
円
高

o
E」

に Cl[)c::， 
ま 同
で---， J::: 
1m 需三
議要。
が四
:?供冥
:ゴ給
L- }i?" 訳
とケ同
tこ〉上

レ、 Lノ

よえ。
つ
J て
、弱
け
は:

有
利
に
生
産
さ
れ
る
部
分
が
ー
ー
そ
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
ー
ー
そ
の
価
格
を
個
別
的
価
値

の
さ
ぼ
っ
て
く
る
。
市
場
価
値
宮
内
山
岳
件
当

O
E
は
、
供
給
が
需
要
を
は
な
は
だ
し
く
超
過
す
る
場
合

を
除
け
ば
、
最
良
の
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
の
こ
の
個
別
的
価
値
と
は
一
致
し
え
な
い
」
(
向
上
二
一

O
頁
、
訳
倒
二
七
六
貰
)
。

、tJWH
 

「
そ
し
て
第
一
の
背
離
は
、
商
品
量
が
過
少
な
場
合
に
は
最
悪
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
が
つ
ね
に
市
場
価
値
冨

R
5
4司
0
2

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四

を
調
整
し
詰
担
比
目
。
ュ
、
商
品
量
が
過
大
な
場
合
に
は
最
良
の
条
件
下
で
生
産
さ
れ
る
商
品
が
つ
ね
に
市
場
価
値
冨
男

5
4
4
0
2
を
調
整

す
る

g
m己
目
。
円
け
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
相
異
な
る
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
諸
分
量
間
の
た
ん
な
る
比
率
か
ら
す
れ
ぽ

別
の
結
果
が
生
ず
る
は
ず
に
も
拘
わ
ら
ず
両
極
端
の
一
方
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
ず

g氏
自
百
件
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
(
同
上
一
一
一
一
頁
、

訳
悌
二
七
七
頁
)
。

右
の
箇
所
が
な
ぜ
「
不
明
瞭
な
」
と
か
「
暖
味
な
」
箇
所
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
こ
れ
ら
の
箇
所
の
う
ち
に
、

ーマ

ル
ク
ス
が
そ
れ
ま
で
商
品
の
価
値
は
そ
の
商
品
を

「
現
存
の
」
、
と
い
う
の
は
つ
ま
り
そ
の
と
き
ど
き
の
生
産
力
水
準
で
生
産
(
し
た
が

っ
て
再
生
産
)
す
る
の
に
必
要
な
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
し
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
こ
の
第
三
巻
第
十
寧

の
問
題
の
箇
所
に
来
て
、
価
値
決
定
要
因
を
「
社
会
的
需
要
」
に
も
と
め
る
と
い
う
新
し
い
見
解
を
表
面
に
出
し
、
商
品
の
価
値
は
そ
の

商
品
生
産
量
が
社
会
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
意
味
で
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
、

と
の
ベ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。

、回目J

、ll
，

、

l

J

右
の
引
用
の
ー
か
ら

E
を
み
る
場
合
、
ー
の
「
た
だ
異
常
な
組
合
わ
せ
の
も
と
で
の
み
、
最
悪
の
条
件
下
ま
た
は
最
良
の
条
件
下
で
生

戸

l

k

f

i

目、

r
I
l

、

産
さ
れ
る
商
品
が
市
場
価
値
を
規
制
す
る

(
E
m
o
Hロ
)
」
に
つ
い
て
は
、

「
こ
れ
に
さ
き
だ
っ
文
章
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、

『
平
均
的
条
件
』
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
が
大
量
を
占
め
る
第
一
の
『
組
合
わ
せ
』
に
た
い
し
て
、
こ
れ
と
異
な
る
『
組
合
わ
せ
』
、

い
い
か
え
れ
ば
、
『
劣
悪
な
条
件
』
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
大
量
が
相
対
的
に
よ
り
大
き
い
第
二
の
『
組
合
わ
せ
』
と
、
『
優
良
な
条

件
』
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
大
量
が
相
対
的
に
よ
り
大
き
い
第
三
の
『
組
合
わ
せ
』
と
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
第
二
お
よ
び
第
三
の
『
組

合
わ
せ
』
に
あ
っ
て
は
、
市
場
価
値
が
そ
れ
ぞ
れ
『
劣
悪
な
条
件
』
お
よ
び
『
優
良
な
条
件
』
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
商
品
大
量
に
よ
っ

て
規
制
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
異
常
な
組
合
わ
せ
』
官

5
8
3
E
-
Oロ
E
O
F
O
問
。
自
立
ロ
己
目
。
ロ
⑦
ロ
)



八

H
H
)

と
は
、
実
に
、
右
の
よ
う
な
第
二
お
よ
び
第
三
の
円
組
合
わ
せ
』
を
さ
し
て
い
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
山
本
『
価
値
論
研
究
』
一
三

六
l
七
頁
)
と
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

、BJ

(
U
)
I
の
箇
所
に
つ
い
て
高
島
永
幹
氏
は
山
本
氏
の
所
説
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
う
。

r
k
 

山
本
氏
は
こ
の
箇
所
に
「
誤
記
訂
正
説
」
を
も
ち
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
氏
の
「
誤
記
-
訂
正
説
」
に
と
っ
て
は
一
貫
性
を
欠
く
う
ら
み
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
「
組
合
せ
」
の
場
合
は
あ
く
ま
で
も
平
均
価
値
に
上
る
市
場
価
値
規
定
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
決
定
さ
る
べ
き
『
平
均
価
値
』
と
し

て
の
市
場
価
値
は
、
け
っ
し
て
、
『
最
悪
』
も
し
く
は
『
最
良
』
と
い
う
『
両
極
端
』
の
い
ず
れ
か
一
方
の
個
別
的
価
値
と
一
致
す
る
こ
と
は
あ
り

、ιI
J

え
な
い
」
(
『
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
八
号
一
七
二
頁
〉
。
し
か
も
山
本
氏
は
刷
用
I
の
マ
ル
グ
ス
が
「
最
悪
」
「
最
良
」
と
い
っ
て
い
る
の
を

r
k
 

「
劣
悪
」
「
優
位
」
と
読
み
違
え
を
し
て
い
る
。

し
か
し
右
の
高
島
氏
の
批
判
に
は
疑
問
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
問
題
の
箇
所
の

U
で
市
場
価
値
が
荷
極
端
の
い
ず
れ
か
一
方
の
個
別
的
価
値
と
一

「
J

r

k

致
す
る
な
ど
と
は
決
し
て
の
べ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
ー
が
「
平
均
価
値
」
の
規
定
の
場
合
で
な
い
な
ど
と
高
島
氏
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
正
し

-

J

f

L

 

い
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
ー
で
は
「
最
悪
」
ま
た
は
「
最
良
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
組
合
せ
の
場
合
は
、
簡
単
化
の
た
め
上
、
中
、
下
と
い

戸
FB
、

う
極
端
に
単
純
化
さ
れ
た
組
合
せ
を
想
定
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
上
位
の
企
業
は
「
最
良
」
と
も
「
優
位
」
と
も
表
現
さ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、
マ

ル
ク
ス
は
「
最
良
」
を
引
用
配
で
は
「
有
利
に
生
産
さ
れ
る
部
分
」
と
も
表
現
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
下
位
は
「
最
悪
」
で
も
あ
り
「
劣
悪
」

戸
E

目、

で
も
あ
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し

U
か
ら
町
に
つ
い
て
は
、
文
字
通
り
「
不
明
瞭
」
な
、
「
腰
昧
」
な
箇
所
と
み
ら
れ
て
い
る
叙
述
で
あ
っ
て
、

戸
l
且

、

戸

t
a、

そ
の
ま
ま
受
け
と
る
な
ら
、

こ
の
叙
述
を
、

「
需
給
の
異
常
な
場
合
に
お
い
て
、
社
会
的
需
要
そ
の
も
の
が
、
市
場
価
値
を
決
定
す
る
」
と
い
う
考
え
方

が
の
べ
ら
れ
て
い
る
、
と
も
受
け
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
「
問
題
の
箇
所
」
に
た
い
し
て
は
、
「
技
術
説
」
、
「
消
費
説
」
の
別
に
と
ら
わ
れ
ず
大
別
す
る
と
、

こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
な
三
つ

の
解
釈
が
み
ら
れ
た
。

ω需
給
の
変
動
を
契
機
に
あ
る
支
配
的
な
生
産
諸
条
件
が
他
の
支
配
的
な
そ
れ
へ
と
移
行
す
る
際
に
生
ず
る
「
市
場
価
値
の
変
化
過
程
の
問
題
」
と
す
る

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

一一六

解
釈
。

凶
マ
ル
ク
ス
経
済
理
論
の
論
理
的
一
貫
性
を
厳
密
に
保
持
す
る
た
め
、
こ
の
「
問
題
の
箇
所
」
に
お
け
る
市
場
価
値
宮
ミ
宮
司
。
立
を
マ
ル
ク
ス
の
誤
記

と
し
て
市
場
価
格
玄
R
r
S
8
2
と
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
解
釈
。

ゆ
「
平
均
価
値
」
と
し
て
の
「
市
場
価
値
」
は
、
通
常
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
「
問
題
の
箇
所
」
に
お
け
る
場
合
は
、
市
場
価
値
に
関
す
る
「
特
殊
規

定
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る
解
釈
。
そ
こ
で
筆
者
の
手
に
し
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、

ωの
解
釈
に
立
つ
も
の
と
し
て
は
、
横
山
王
彦
「
マ
ル
ク
ス
価
値
論
に
お
け
る
一
基
本
問
題
|
|
『
社
会
的
必
要
労
働
(
時
間
こ
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
、
東

大
経
済
学
部
創
立
コ
一
十
周
年
記
念
論
文
集
『
理
論
経
済
学
の
諸
問
題
』
、
一
九
四
九
年
、
『
経
済
学
の
基
盤
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
五
五
年
三
月
所
収
。

迫
間
真
治
郎
「
価
値
論
に
お
け
る
社
会
的
必
要
労
働
の
概
念
」
『
経
済
志
林
』
十
八
巻
一
-
一
一
号
、
一
九
五

O
年。

馬
場
一
万
二
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
つ
い
て
」
九
州
大
学
『
経
済
学
研
究
』
十
九
巻
四
号
、
一
九
五
四
年
。
「
価
値
と
市
場
価
値
」
『
経
済
評
論
』
一

九
五
五
年
七
月
号
。

闘
の
解
釈
に
立
つ
の
は
、

山
本
二
三
丸
「
市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
四

)
l
l価
値
法
則
論
を
中
心
と
し
て
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
八
巻
一
号
、
一
九
五
四
年
一
月
、
『
価
値
論

研
究
』
青
木
豊
田
応
、
一
九
六
二
年
一
月
所
収
。

ゅ
の
解
釈
に
立
つ
も
の
と
し
て
は
、

大
島
雄
一
「
市
場
価
値
論
へ
の
覚
え
書
」
、
名
古
屋
大
学
『
経
済
科
学
』
七
巻
一
号
、
一
九
五
九
年
七
月
。
『
価
格
と
資
本
の
理
論
』
、
未
来
社
、
一
九

六
五
年
一
月
。
「
市
場
価
値
論
論
争
L
、
『
資
本
論
議
座
』

4
、
青
木
書
広
、
一
九
六
四
年
五
月
。

白
杉
庄
一
郎
『
価
値
の
理
論
』
第
一
章
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

桜
井
毅
『
市
場
価
値
論
の
問
題
円
鈴
木
鴻
一
郎
編
『
利
潤
論
研
究
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六

O
年
所
収
。

高
島
永
幹
「
マ
ル
グ
ス
市
場
価
値
論
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
な
箇
所
』
に
つ
い
て
」
円
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
八
号
、
一
九
六

O
年。

桑
野
仁
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
解
決
」
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
六

O
年
一
月
号
。

花
井
益
一
「
価
値
法
則
と
市
場
価
値
」
『
経
済
評
論
』
一
九
五
八
年
六
月
号
、
『
価
値
と
貨
幣
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
六
一
年
一
月
所
収
。

種
瀬
茂
「
市
場
価
値
と
社
会
的
需
給
」
、
『
一
橋
論
叢
』
四
七
巻
六
号
、
一
九
六
二
年
六
月
。

東
井
正
美
「
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
な
箇
所
』

l
i
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
論
に
つ
い
て
|
|
」
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』
十
七
巻
五
号
、

一
九
六
七
年



十
二
月
。

松
石
勝
彦
「
生
産
価
格
と
市
場
価
値
」

『
土
地
制
度
史
学
』
コ
一
八
号

そ
こ
で
、
さ
き
に
「
消
費
説
」
の
立
場
に
立
つ
迫
間
氏
の

ωの
解
釈
に
立
つ
見
解
を
み
た
の
で
、
次
に
「
技
術
説
」
の
立
場
に
立
つ
横

山
氏
が
ど
の
よ
う
に

ωの
立
場
に
立
つ
見
解
を
の
べ
て
い
る
か
を
み
よ
う
。
氏
は
「
問
題
の
箇
所
」
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、

ロ
l
ゼ
ン
ベ

ル
グ
に
依
拠
し
な
が
ら
、
「
マ
ル
ク
ス
は
、

一
生
産
部
門
全
体
の
商
品
の
市
場
価
値
を
も
、
個
々
の
商
品
の
価
値
と
同
様
に
、
そ
の
生
産

に
お
け
る
『
社
会
的
必
要
労
働
(
時
間
)
』
に
よ
っ
て
決
定
せ
し
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

単
に
技
術
的
な
平
均
労
働
時
間
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
、

か
か
る
市
場
価
値
を
決
定
す
る
『
社
会
的
必
要
労
働

(
時
間
)
』
は
、

わ
れ
わ
れ
は
見
る
の
で
あ
る
」
(
『
経
済
学
の
基
盤
』
一
四
四
頁
)

と
し
て
、
技
術
的
要
素
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
確
言
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
氏
の
確
言
に
矛
盾
せ
ざ
る

を
え
な
い
マ
ル
ク
ス
自
身
の
問
題
の
箇
所
の
叙
述
に
当
面
し
て
、
氏
は
次
の
ご
と
く
の
べ
ら
れ
る
。

「
し
か
る
に
マ
ル
ク
ス
は
、

他
方
に

お
い
て
、
需
給
関
係
は
市
場
価
値
そ
の
も
の
の
う
え
に
も
影
響
す
る
、
と
い
う
ふ
う
な
一
見
相
矛
盾
し
た
い
い
か
た
も
し
て
い
る
。
.

こ
の
矛
盾
は
い
か
に
解
決
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
市
場
価
値
の
変
化
の
問
題
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、

一
定
の
生
産
部
門

に
お
け
る
あ
る
支
配
的
な
生
産
諸
条
件
が
他
の
支
配
的
な
生
産
諸
条
件
に
移
る
際
に
生
ず
る
と
こ
ろ
の
市
場
価
値
の
大
き
さ
の
変
化
過
程

の
問
題
と
し
て
、
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
」
〈
向
上
一
四
七
頁
)
。

氏
は
右
の
見
地
か
ら
恥
に
お
け
る
A
供
給
過
剰
ま
た
は
需
要
過
小
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
「
市
場
価
格
は
市
場
価
値
以
下
に
低
落
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
場
合
、
市
場
価
格
の
低
落
は
需
給
関
係
の
変
動
の
結
果
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
上
位
の
企
業
の
比
重
が
増
大
し
た
結
果

と
し
て
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
結
局
下
位
に
あ
る
い
く
た
の
企
業
は
閉
鎖
さ
れ
、
中
位
の
企
業
の
い
く
つ
か
も
ま

た
閉
鎖
さ
れ
る
に
い
た
る
。
か
く
し
て
、
市
場
価
値
は
い
ま
や
商
品
の
最
多
数
を
供
給
す
る
に
い
た
っ
た
上
位
の
企
業
の
個
別
的
価
値
に

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
七



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

八

よ
っ
て
規
制
さ
れ
」
〈
向
上
一
四
七
!
八
頁
〉
る
と
す
る
。

ま
た

B
供
給
過
少
ま
た
は
需
要
過
大
の
場
合
に
つ
い
て
は
、

「
な
ん
ら
か
の
原
因
で
需
要
が
増
大
し
、
そ
の
結
果
市
場
価
格
が
市
場
価

値
以
上
に
騰
貴
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
因
が
一
時
的
な
も
の
で
な
く
永
続
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
が
て
生
産
の
拡
張

が
行
わ
れ
る
。
い
ま
も
し
上
位
や
中
位
の
企
業
は
拡
張
さ
れ
ず
、
下
位
の
企
業
だ
け
が
生
産
拡
張
を
行
っ
た
と
す
る
と
:
:
¥
下
伎
の
企

業
が
商
品
量
の
大
半
を
供
給
し
は
じ
め
、
市
場
価
値
は
、
も
は
や
中
位
の
企
業
の
商
品
の
個
別
的
価
値
と
は
一
致
せ
ず
、
下
位
の
企
業
の

個
別
的
価
値
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
る
」
(
向
上
一
四
九
頁
)
。

し
か
し
明
か
ら
「
市
場
価
値
の
変
化
過
程
」
の
問
題
と
し
て
の
理
解
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
否
で
あ
る
。
ま
た
か
り
に
変
化
過
程
の
問

題
と
し
て
み
た
と
し
て
も
、

A
の
場
合
商
品
の
最
多
数
を
供
給
す
る
の
は
上
位
の
企
業
で
あ
り
、

B
の
場
合
に
は
下
位
の
企
業
で
あ
る
と

い
う
必
然
的
根
拠
|
|
偶
然
そ
う
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
ー
ー
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
た
否
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
あ
れ
こ
れ
の
生

産
部
門
で
は
、
市
場
価
値
そ
の
も
の
が
長
か
れ
短
か
れ
の
期
間
に
わ
た
り
増
大
す
る
と
い
う
こ
と
が
生
ず
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
の

は
、
こ
の
期
間
中
は
、
要
求
さ
れ
た
生
産
物
の
一
部
分
、
が
劣
悪
な
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
」
(
円
資
本
論
』
第
三

巻
二
一
七
頁
、
訳
倒
二
八
四
頁
)
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
う
い
う
こ
と
が
生
ず
る
「
か
も
し
れ
な
い
」
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
な
る
必
然
性
は
一
般

的
に
は
全
く
な
い
。

し
た
が
っ
て
こ
の
横
山
説
に
た
い
し
て
は
「
右
の
よ
う
な
説
明
を
も
っ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
な
箇
所
』
を
解
釈

L
つ

く
し
た
と
な
す
こ
と
は
、
二
重
の
意
味
に
お
い
て
誤
解
を
犯
す
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ひ
と
つ
は
、

マ
ル
ク
ス
の
主
張
を
文

字
ど
お
り
『
作
り
変
え
て
し
ま
う
』
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ま
ひ
と
つ
は
、
さ
ら
に
支
離
滅
裂
な
論
理
的
『
す
じ
み
ち
』
を
つ
く
り

〈

日

)

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
(
山
本
『
価
値
論
研
究
』
一
五
六
頁
)
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
高
島



永
幹
氏
に
よ
っ
て
も
批
判
さ
れ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
「
マ
ル
グ
ス
市
場
価
値
論
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
『
不
明
瞭
な
箇
所
』
に
つ
い
て
」
、

『
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
八
号
、

二
ハ
O
l四
頁
参
照
)
。

(
日
)
桑
野
氏
は
横
山
説
に
対
ず
る
山
本
氏
の
批
判
を
正
し
い
と
し
て
、
次
の
如
く
の
べ
て
い
る
。
「
ま
ず
市
場
価
格
が
低
落
す
る
場
合
。
横
山
氏
に
従

え
ば
『
上
位
の
企
業
の
数
が
増
大
す
る
か
、
ま
た
は
そ
の
労
働
生
産
性
が
増
大
す
る
か
し
て
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
商
品
量
の
大
半
を
供
給
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
す
る
と
、
供
給
は
需
要
を
超
過
し
、
市
場
価
格
は
市
場
価
値
以
下
に
低
落
す
る
』
。
か
く
て
、
下
位
中
位
の
企
業
は
閉
鎖
さ
れ
、
従
っ
て
市

場
価
値
は
、
上
位
企
業
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
か
ら
、
低
落
す
る
と
(
『
経
済
学
の
基
盤
』
一
四
七
1

九
頁
参
照
)
。
こ
れ
に
対
し
山

本
氏
は
、
上
位
企
業
の
数
が
増
大
す
れ
ば
、
『
組
合
せ
』
そ
の
も
の
が
変
り
、
従
っ
て
市
場
価
格
が
低
落
す
る
と
い
う
の
は
当
り
ま
え
の
こ
と
で
あ
っ

て、
ζ

の
問
に
な
ん
ら
需
給
関
係
を
挿
入
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
を
省
略
し
て
し
ま
っ
て
差
支
え
な
い
。
し
か
も
こ
の
需
給
関
係
と
い
う
中
間
項
の

挿
入
は
有
害
で
あ
り
、
懇
意
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
上
位
企
業
数
が
増
大
し
、
供
給
が
増
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
需
要
も
ま
た
増
加
す
る
こ
と

も
あ
り
う
る
。
横
山
氏
は
、
需
給
関
係
は
『
媒
介
環
』
に
す
ぎ
ず
、
基
本
的
な
も
の
は
生
産
カ
の
増
大
の
作
用
で
あ
る
と
い
う
が
、
と
の
『
媒
介
環
』

な
く
し
て
は
同
氏
の
理
論
構
造
は
根
底
か
ら
崩
壊
し
て
し
き
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
『
媒
介
環
』
は
必
然
的
の

も
の
で
な
い
か
ら
、
こ
の
理
論
は
成
立
し
な
い
と
(
「
市
場
価
格
と
市
場
価
値
」
『
立
教
経
済
学
研
究
』
八
巻
一
号
、
九
一

i
一
O
O頁
参
照
)
。

つ
ぎ
に
市
場
価
値
が
昂
騰
す
る
場
合
、
横
山
氏
に
よ
れ
ば
、
需
要
が
増
大
し
、
市
場
価
格
が
市
場
価
値
以
上
に
騰
貴
す
れ
ば
生
産
の
拡
張
が
行
わ

れ
る
。
こ
の
さ
い
、
『
上
位
や
中
位
の
企
業
が
拡
張
さ
れ
ず
、
下
位
の
企
業
だ
け
が
生
産
拡
張
を
行
っ
た
と
す
る
と
(
な
ぜ
な
ら
氏
に
よ
れ
ば
『
不

利
の
条
件
の
下
で
経
営
す
る
企
業
の
拡
張
に
は
わ
ず
か
な
資
金
し
か
い
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
』
)
市
場
価
値
は
下
位
企
業
の
個
別
的
価
値
に
接
近
し
、

昂
騰
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
需
給
関
係
は
、
生
産
力
の
変
化
の
影
響
の
実
現
を
媒
介
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
。
こ
れ
に
対
し
山
本
氏

は
、
需
要
の
増
大
は
こ
こ
で
は
『
媒
介
環
』
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
直
接
出
発
点
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
の
前
一
提
に
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
、
ま
た

下
位
企
業
だ
け
拡
張
さ
れ
る
と
い
う
仮
定
は
き
わ
め
て
怒
意
的
で
あ
り
、
生
産
拡
犬
は
む
し
ろ
優
良
な
条
件
を
も
っ
上
位
企
業
の
方
が
よ
り
容
易
で

あ
る
と
反
ば
く
さ
れ
る
。
か
く
て
、
技
術
説
の
立
場
か
ら
、
『
労
働
生
産
力
の
変
動
』
に
よ
っ
て
『
不
明
瞭
な
個
所
』
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
横
山

氏
の
所
説
は
、
け
っ
き
ょ
く
需
給
関
係
に
よ
っ
て
価
値
が
規
定
さ
れ
る
と
い
う
消
費
説
と
同
じ
立
場
に
お
ち
こ
む
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
第
二
段
の
、
市
場
価
値
目
勾
騰
の
さ
い
の
山
本
氏
の
批
判
は
き
わ
め
て
明
快
で
あ
り
、
需
給
の
増
大
|
↓
下
位
企
業
の
拡
張

i
↓
市
場
価
値
の

昂
騰
と
い
う
論
理
の
怒
意
的
な
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
L

(
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
の
解
決
」
『
世
界
経
済
評
論
』
一
九
六

O
年
一
月
号
、
一
ニ
三

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

二
九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

。

ー
四
頁
)
。

馬
場
一
万
二
兵
は
、
横
山
氏
が
「
新
し
い
市
場
価
値
は
企
業
の
閉
鎖
が
行
わ
れ
た
の
ち
に
成
立
す
る
」
と
い
う
点
を
批
判
し
て
次
の
ご
と

、
。

ノ
¥
1
h
v
Rノ

第
一
に
マ
ル
ク
ス
は
市
場
価
値
確
定
の
法
則
を
需
要
と
供
給
の
一
致
下
に
考
察
す
る
、

第
二
に
マ
ル
ク
ス
は
市
場
価
値
が
「
一
面
で

は

一
部
酉
で
生
産
き
れ
る
諸
商
品
の
平
均
価
値
と
見
ら
る
べ
き
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
旦
っ
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
(
『
経
済
学

研
究
』
十
九
巻
四
号
、

一
九
五
四
年
二
月
、
パ
八
頁
)
。

マ
ル
ク
ス
は
「
組
合
せ
」
の
三
つ
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
市
場
価
値
確
定
の
一
一
一
つ
の
場
合
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

馬
場
氏
は

「
一
般
的
に
言
っ
て
、
再
生
産
構
造
が
左
程
の
変
化
を
一
ポ
さ
な
い
限
り
、
付
の
場
合
が
も
っ
と
も
普
通
に
成
立
す
る
市
場
価
値
で
あ
る
。

。
及
悼
の
場
合
は
、
再
生
産
構
造
に
変
化
が
起
り
、
そ
れ
に
伴
う
と
と
ろ
の
、
い
わ
ば
経
済
の
再
編
成
の
端
初
に
於
い
て
成
立
す
る
市
場

価
値
で
あ
る
」
(
向
上
七
O
頁
)
と
し
て
い
る
。

己
、
日
開
が
再
生
産
構
造
の
変
化
、
経
済
の
再
編
成
の
端
初
に
お
い
て
成
立
す
る
と
い
う
馬
場
氏
の
見
解
に
も
問
題
が
残
ろ
う
が
、
わ
れ

わ
れ
が
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
次
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
資
本
家
は
、
労
働
時
聞
に
依
る
価
値
規
定
の
法
則
に
依
る

そ
の
内
的
本
性
の
も
つ
競
争
の
強
制
法
則
と
し
て
、
新
た
な
生
産
様
式
の
採
用
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
」
(
向
上
七
一
頁
)
が
、

こ
の
場
合

「
次
の
三
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
け

増
大
す
る
供
給
に
対
し
て
、
そ
の
市
場
価
値
を
以
て
吸
収
し
う
る
だ
け
の
大
い
さ
の
需
要
が

存
在
す
る
場
合
。
同

需
要
が
不
変
で
供
給
が
過
剰
或
は
過
小
と
な
っ
た
場
合
、
及
び
、
供
給
は
不
変
で
あ
る
が
需
要
が
減
退
又
は
場
大

し
た
場
合
。
甘

双
方
の
側
に
変
化
が
起
っ
た
場
合
。
こ
れ
に
は
又
二
つ
の
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
刷
、
逆
の
方
向
に
変
化
し
た

場
合
一
次
ぴ
、
刷
、
同
方
向
に
で
は
あ
る
が
、
程
度
を
異
に
し
て
変
化
し
た
場
合
。
こ
れ
は
、
何
れ
の
場
合
も
、
前
の
り
の
場
合
と
同
じ
で



あ
る
(
『
資
本
論
』
向
坂
訳
八
の
三
二
七
参
照
)
」

(
向
上
七
一
!
二
頁
)
。

右
の
説
明
に
あ
た
っ
て
、
馬
場
氏
は
「
出
発
点
に
あ
る
市
場
価
値
は
、
中
位
条
件
の
も
と
に
あ
る
商
品
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
制

さ
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
」
(
同
上
七
二
頁
)

と
し
、

さ
て
次
に
「
市
場
価
値
の
変
動
」
の
問
題
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

す
な
わ
ち
「
付

増
大
す
る
供
給
に
対
し
て
、
そ
の
市
場
価
値
を
以
て
吸
収
し
う
る
丈
の
大
い
き
の
需
要
が
存
在
す
る
場
合
」

(
同
上

七
二
頁
)
、
「
新
し
き
生
産
様
式
の
採
用
に
よ
っ
て
、
商
品
の
供
給
が
増
大
す
れ
ば
、
こ
の
商
品
の

『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
が
短
縮
せ

ら
れ
る
結
果
、
市
場
価
値
は
、
今
迄
よ
り
も
、
よ
り
上
位
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
に
お
け
る
個
別
的
価
値
に
近
く
規
制
ぜ
ら
れ
る
」

r、
同

上
七
二

i
三
頁
別
表
参
照
〉
。

こ
の
場
合
な
ぜ
「
新
し
き
生
産
様
式
の
採
用
」
と
限
定
で
き
る
か
に
つ
い
℃
は
、
氏
は
明
言
し
な
い
が
、
「
新
し
き
生
産
様
式
の
採
用
」

に
よ
っ
て
、

た
し
か
に
氏
の
い
う
よ
う
に
上
位
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
に
お
け
る
個
別
的
価
値
に
近
く
市
場
価
値
は
規
制
さ
れ
る
だ
ろ

ぅ
。
た
だ
「
増
大
す
る
供
給
に
対
し
て
、
そ
の
市
場
価
値
を
以
て
吸
収
し
う
る
丈
の
大
い
さ
の
需
要
が
存
在
す
る
場
合
」
と
い
う
条
件

は
、
必
ず
し
も
中
、
下
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
「
り

供
給
が
過
剰
と
な
っ
た
場
合
、
或
は
需
要
が
過
小
と
な
っ
た
場
合
。
及
そ
の
反
対
の
場
合
」
(
同
上
七
三
頁
)
、
「
先
ず
供
給

が
過
剰
と
な
っ
た
場
合
を
考
察
し
よ
う
。
供
給
過
剰
は
相
対
的
需
要
の
減
少
で
あ
る
。
需
要
の
減
少
は
、
『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
を

規
制
す
る
と
こ
ろ
の
『
社
会
的
に
正
常
な
る
生
産
諸
条
件
』
の
程
度
に
変
更
を
起
さ
し
め
る
。
従
っ
て
当
該
商
品
の
生
産
に
要
す
る
社
会

的
必
要
労
働
時
聞
が
短
縮
せ
ら
れ
、
結
果
と
し
て
、
市
場
価
値
は
低
下
す
る
。
即
ち
従
来
の
市
場
価
値
が
1

1

前
提
に
従
っ
て
1
1
1
中
位

条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
今
や
市
場
価
値
は
上
位
の
或
は
最
良
の
諸

条
件
の
も
と
に
お
け
る
商
品
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
こ
と
与
な
る
。
(
表
E
参
照
)
」
(
同
上
七
五
頁
)

0

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
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且 I1個当所要
且!労働時間

0.5時

1.0時

初j

50ケ

100ケ

産

動変

25時

100時

値

時

価

働

中

場市

位

位

上

1.5時

200時 |社会的必要
労働時間1時間

50ケ

200ケ

75時

E、供給過大の場合

0.5時50ケ25時位上

1.0時100ケ100時位中

1.5時50ケ75時位下

1時間X50+0.5時間X50
100 

_ 75時間
100 

=0.75時間

この場合、中位の50ケと下位の50ケは市場価値の確定に参加しない。

社会的必要労働時間

0.5 

1.1 

1.5 

0.511寺X50+1.0時X100+1.5時X50十1.5時X200
400 

置、供給過小の場合

50ケ25時位上

100ケ100時位中

50ケ75時位下

社会的必要労働時間

=玉虫堕-
400 

=1. 25時間

この場合は、供給不足分の 200ケは、最悪の条件の下に於いて生産されるものと

して市場価値の確定に参加する。

〈馬場、『経済学研究~19巻 4 号77頁)



次
に
「
供
給
が
過
小
と
な
っ
た
場
合
を
考
察
し
よ
う
。
供
給
過
小
は
相
対
的
需
要
の
増
大
で
あ
る
」
(
向
上
七
六
頁
〉
。
こ
の
場
合
は
「
需

要
の
増
大
は
、
前
の
場
合
と
反
対
に
、
『
社
会
的
に
正
常
な
る
生
産
諸
条
件
』

の
程
度
を
低
下
せ
し
め
る
。
従
っ
て
当
該
商
品
の
生
産
に

要
す
る
『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
が
増
大
し
、
市
場
価
値
は
騰
貴
す
る
。
即
ち
従
来
の
市
場
価
値
が
1

1
前
提
に
従

J
I
-
-中
位
条

件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
個
別
的
価
値
に
よ
ヲ
て
規
定
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
今
や
市
場
価
値
は
最
悪
の
諸
条
件
の
も
と
に

お
け
る
商
品
に
依
っ
て
規
制
せ
ら
れ
」
(
同
上
)
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
結
論
と
し
て
、
「
以
上
が
、
資
本
論
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
需
要
供
給
の
不
一
致
か
ら
生
ず
る
、
市
場
価
値
の
変
動
で

あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
叙
述
か
ら
理
解
せ
ら
れ
る
様
に
、
市
場
価
値
は
、
需
給
関
係
に
依
っ
て
は
決
し
て
規
定
せ
ら

れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
需
給
関
係
の
変
化
に
よ
る
『
社
会
的
に
正
常
な
る
生
産
諸
条
件
』
の
程
度
の
変
化
に
基
く
『
社
会
的
必
要
労
働
時

間
』
の
変
動
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
的
必
要
労
働
時
間
に
よ
る
価
値
規
定
の
法
則
が
、
市
場
価
値
成
立
の
中
に
、

厳
然
と
し
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
円
マ
ル
ク
ス
説
の
根
本
的
難
点
』
を
こ
L

に
見
出
す
こ
と
は
で
き

(
叫
山
)

と
す
る
。

な
い
」
(
同
上
七
八
頁
)

(
叩
岬
)
馬
場
氏
は
右
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
「
価
値
と
市
場
価
値
|
|
『
社
会
的
必
要
労
働
時
間
』
に
お
け
る
『
技
術
説
』
批
判
1
1
l
」
(
『
経
済
評

論
』
一
九
五
五
年
七
月
号
)
に
お
い
て
、
向
じ
く
横
山
氏
の
前
述
の
所
論
を
批
判
さ
れ
な
が
ら
、
個
別
的
労
働
は
、
社
会
的
労
働
の
一
環
と
な
る
限

り
で
社
会
的
価
値
の
確
定
に
参
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
れ
は
価
値
形
成
的
労
働
に
は
な
ら
な
い
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
右
の
馬
場
氏
の
解
釈
も
、
結
局
は
氏
が
批
判
さ
れ
た
さ
き
の
横
山
説
と
同
様
、
生
産
諸
条
件
の
変
化
に
よ
る
「
市
場
価
値
の
変

化
過
程
の
問
題
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
難
点
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

A
の
場
合
、

い
づ
た
い
市
場
価
値
の
成
立
に

参
与
す
る
商
品
量
を
、
上
伎
の
諸
条
件
か
ら
下
位
の
諸
条
件
に
向
っ
て
、
そ
の
供
給
量
が
ち
ょ
う
ど
需
要
量
と
相
等
し
く
な
る
と
こ
ろ
ま

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
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差
額
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代
」
と
「
価
値
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四

で
制
限
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
、

い
か
に
し
て
、
ま
た
誰
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
政
府
的
な
生
産
社
会

に
あ
っ
て
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た

B
の
場
合
も
、
上
位
の
諸
条
件
を
も
っ
企
業
が
こ
の
供
給
過
小
を
補
う
た
め
に
生
産
を
行
な
わ
な

い
こ
と
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
過
に
、
大
企
業
は
小
企
業
に
く
ら
べ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
生
産
を
拡
張
し
う
る
有
利

な
条
件
を
所
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
横
山
氏
の
企
業
の
閉
鎖
説
も
溶
意
的
な
前
提
の
導
入
で
あ

ろ
う
が
、
馬
場
氏
の
「
上
位
供
給
」
説
や
「
下
位
供
給
」
説
も
同
じ
く
盗
意
的
な
前
提
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
叙
述
を
以
上
の
よ
う
な
需
給
の
変
動
に
よ
る
新
た
な
「
組
合
せ
」
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

マ
ル
グ
ス
の
い
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
と
る
な
ら
、
衛
単
に
い
っ
て
、

需
要
が
普
通
の
需
要
を
超
え
(
ま
た
は

供
給
が
普
通
の
供
給
を
超
え
)

た
異
常
な
場
合
、
最
悪
ま
た
は
最
良
の
企
莱
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の

る
。
だ
か
ら
、
生
産
商
品
の
総
量
が
不
変
で
量
的
成
分
間
の
比
率
だ
け
が
変
動
す
る
な
ら
ば
、

産
条
件
あ
る
い
は
最
良
の
生
産
条
件
に
あ
る
商
品
の
個
別
的
価
値
と
正
確
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」
の
は
当
然
で
あ
る

で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
場
合
、
単
な
る
組
合
せ
の
結
果
成
立
す
る
市
場
価
値
と
は
別
な
市
場
価
値
が
成
立
す
る
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

「
市
場
価
値
は
絶
対
に
、
こ
の
有
利
な
生

が
、
マ
ル
グ
ス
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
叙
述
は
、
「
最
良
の
条
件
(
ま
た
は
最
悪
の
条
件
)
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
諸
商
品
が
市
場
価
値
を

規
制
す
る
」
ま
た
は
「
調
整
す
る
」
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
、
「
正
確
に
一
致
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
あ
く
ま

で
異
常
な
需
給
の
不
均
衡
の
場
合
、

マ
ル
ク
ス
の
言
葉
で
は
「
需
要
が
普
通
の
需
要
を
超
え
る
か
、
ま
た
は
供
給
が
普
通
の
供
給
以
下
に

減
少
す
る
か
す
る
場
合
」
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
馬
場
氏
に
よ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
解
釈
も
成
立
し
が
た
い
。

右
の
両
氏
の
見
解
に
対
し
、
大
島
雄
一
氏
は
こ
れ
ら
の
見
解
は
「
平
均
価
値
に
よ
る
市
場
価
値
規
定
を
厳
守
し
つ
つ
解
明
し
よ
う
と
さ

れ
て
い
る
の
で
矛
盾
は
さ
け
が
た
い
」
〈
名
犬
『
経
済
科
学
』
七
単
位
一
号
二

O
一
一
良
)
と
し
、
平
均
価
値
に
よ
る
市
場
価
値
規
定
は
一
般
的
規
定
で



あ
り
、
こ
の
一
般
的
規
定
を
「
ま
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
確
認
に
の
み
と
立
ま
る
場
合
は
、
第
三
の
山
本
二
三
丸
氏
の

見
解
と
な
る
。
教
授
は
右
の
推
論
の
線
に
そ
っ
て
、
問
題
の
『
市
場
価
値
』
を
『
市
場
価
格
』
と
書
き
か
え
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
て
い
る

(
「
市
場
価
格
と
市
場
価
値
(
四
)
」
立
教
経
済
学
研
究
八
巻
一
号
)
。
し
か
し
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
諸
句
が
誤
記
と
か
誤
植
な
い
し
不
注
意
に
も

と
づ
く
と
は
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
私
に
は
こ
の
見
解
は
支
持
し
が
た
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
」
(
向
上
二

O
二
頁
〉
と
の
べ
、
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
ば
マ
ル
ク
ス
が
「
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
」
を
暗
示
的
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
要
点

は
「
社
会
的
労
働
の
配
分
の
変
更
〔
H
資
本
労
働
の
可
動
性
〕
が
特
定
の
事
情
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
均
価
値
と
し

て
の
市
場
価
値
規
定
が
貫
徹
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
劣
等
〔
最
悪
〕
も
し
く
は
優
良
〔
最
良
〕
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
商

品
グ
ル
ー
プ
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
O
i
-
-
-
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
特
殊
規
定
な
る
も
の
は
需
給
変
動
に
よ
る

市
場
価
値
決
定
論
と
も
み
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
右
に
の
ベ
た
場
合
は
い
ず
れ
も
生
産
諸
条
件
が
市
場
価
値
の
規
定
者
で
あ
る

こ
と
に
変
り
な
く
、
需
給
の
背
離
は
社
会
的
再
生
産
過
程
の
特
定
の
状
態
の
市
場
に
お
け
る
現
象
形
態
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
う
い
っ
た
特
殊
規
定
の
妥
当
す
る
典
型
的
ケ

1
ス
の
一
つ
と
し
て
差
額
地
代
論
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」

(
げ
)

と
の
べ
て
い
る
。

(
向
上
二

O
四
頁
〉

(
刀
)
桑
野
氏
は
い
う
。
「
山
本
氏
は
、
問
題
の
吋
不
明
瞭
な
個
所
』
の
解
明
に
お
い
て
も
ヮ
と
も
徹
底
的
な
解
決
方
法
を
採
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

氏
は
、
右
の
問
題
の
文
章
中
の
、
『
市
場
価
値
』
と
い
う
言
葉
は
、
す
べ
て
『
市
場
価
格
』
の
誤
記
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
訂
正
し
な
け
れ
ば
論
理
は

通
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
、
で
き
る
こ
と
な
ら
民
に
賛
同
し
た
い
。
し
か
し
『
誤
記
』
の
点
が
一
カ
所
だ
け
で
は
な
く
、
何
カ
所
も

あ
る
と
す
れ
ば
、
誤
記
説
の
根
拠
は
そ
れ
ほ
ど
支
持
さ
れ
る
も
の
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
問
題
は
、
こ
れ
を
誤
記
と
す
る
と
と
な
く
、
し
か
も
マ

ル
グ
ス
価
値
論
を
論
理
的
に
徹
底
さ
せ
る
に
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
〈
桑
野
前
掲
論
文
三
五
頁
〉
。
こ
の
疑
問

に
、
さ
ら
に
高
島
氏
の
次
の
疑
問
を
加
え
る
な
ら
、
誤
記
説
へ
の
一
般
的
疑
問
は
、
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
山
本
氏
は
「
こ

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ム，、

の
訂
正
文
に
お
い
て
、
『
相
異
な
る
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
る
諸
分
量
間
の
た
ん
な
る
比
率
か
ら
す
れ
ば
別
の
結
果
が
生
ず
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
』
と
あ
る
の
を
、
U
L

の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
(
高
島
前
掲
論
文
一
七
六
頁
)
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
花
井
益
一
氏
も
次
の
如
く
い
う
。
氏
は
「
市
場
価
値
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
素
朴
な
諸
見
解
は
、

一
応
山
本
民
に
よ
っ
て
清
算
さ

れ
た
(
『
立
教
経
済
学
研
究
』
六
巻
二
号
、
七
巻
一
・
二
号
、
八
巻
一
号
、
十
巻
三
号
、
十
一
巻
一
号
)
」

(
『
価
値
と
貨
幣
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
六

一
年
一
月
、
一

O
六
頁
)
と
指
摘
し
た
の
ち
、
だ
が
「
こ
の
難
解
で
は
あ
る
が
肝
要
な
市
場
価
値
段
階
に
お
け
る
価
植
法
則
の
発
現
の
仕
組

、ia，

み
が
、
ま
だ
あ
い
ま
い
の
ま
ま
に
放
置
さ
れ
て
い
る
」
(
同
上
一

O
七
頁
)
と
し
て
、
引
用
の

E
つ
ま
り
「
需
要
が
強
く
、
最
悪
の
条
件
下
で
生

ri
、

産
さ
れ
た
商
品
の
価
値
に
よ
っ
て
価
格
が
規
制
さ
れ
て
も
需
要
が
収
縮
し
な
い
、
こ
の
商
品
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
」
と
い
う
叙
述
を

と
り
あ
げ
、

「
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
た
ん
な
る
需
給
の
一
時
的
な
日
常
的
ア
ン
パ
ラ
ソ
ス
の
場
合
で
は
な
く
、
市
場
価
格

の
た
め
の
動
揺
中
心
と
し
て
の
法
則
的
な
意
義
を
も
っ
た
場
合
で
あ
る
」
(
向
上
一
一
二
頁
)
と
の
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
市
場
価
値
は
そ
れ

自
身
市
場
的
範
時
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
「
価
値
と
同
類
で
、
本
質
的
に
は
価
値
系
統
の
も
の
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
の
一
側
面
で
は

「
需
給
関
係
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
」
と
し
、
「
過
剰
生
産
や
過
少
生
産
の
場
合
に
も
、
生
産
面
で
の
価
値
と
し
て
は
、
そ
の
投
下
労
働

の
総
量
だ
け
の
価
値
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
市
場
で
は
、
市
場
価
値
と
し
て
は
、
そ
の
価
値
ど
お
り
に
通
用
さ
せ
て

も
ら
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
っ
て
、
過
剰
生
産
の
場
合
に
は
、
そ
の
価
値
の
一
部
分
は
、
い
わ
ば
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
と
み

な
さ
れ
て
、
市
場
価
値
総
額
の
う
ち
に
算
入
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
ま
た
過
少
生
産
の
場
合
に
は
、
反
対
に
、
価
値
以
上
の
市
場
価
値

が
な
り
た
ち
、
そ
こ
に
は
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
」
(
向
上
一
二
六
頁
)

と
の
解
釈
を
下
し
て
い

る。
右
の
花
井
氏
の
見
解
に
も
、

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
根
本
的
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
白
杉
説
へ
の
批
判
的



検
討
が
お
の
ず
か
ら
右
の
見
解
へ
の
解
答
と
も
な
る
は
ず
な
の
で
、
の
ち
に
詳
細
な
考
察
に
は
い
り
た
い
。

も
し
、

『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
誤
記
な
し
と
す
る
な
ら
、

で
は
そ
こ
で
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
需
給
の
変
化
に
伴
っ
て
生
ず
る
生
産
諸
条
件
の
変
化

l
v新
た
な
市
場
価
値
の
成
立
、
と
か
、
従
来
の
上

位
も
し
く
は
下
位
の
企
業
に
く
ら
べ
て
よ
り
優
秀
な
企
業
の
新
設
と
か
、
よ
り
劣
悪
な
企
業
の
生
産
闇
内
へ
の
参
加
と
か
い
う
、

マ
ル
ク

ス
の
言
及
し
て
い
な
い
条
件
を
つ
け
加
え
て
の
説
明
で
は
、

「
問
題
の
箇
所
」
の
解
明
と
し
て
不
都
合
で
あ
り
、
ま
た
市
場
価
値
の
正
常

な
規
定
(
平
均
価
値
規
定
)
に
た
い
し
て
、

「
問
題
の
箇
所
」
は
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
で
あ
る
と
い
う
説
に
し
て
も
、
そ
れ
が
マ
ル
ク

ス
の
価
値
論
と
し
て
納
得
し
う
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
な
諸
解
釈
で
は
、
や
は
り
誤
り
で
あ
り
、
不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

「
問
題
の
箇
所
」
は
難
解
で
あ
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七




